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1 概要 

ボーリング柱状図解析システムは、地質・土質調査成果電子納品要領(案)ver2.10 形式と ver3.00 形

式（XML 形式ファイル、以下 XML ファイル）および柱状BASE 形式（BOR 形式ファイル、以下 BOR ファ

イル）のボーリング柱状図データを用いて、柱状断面図を表示したり、地質モデルの作成を支援するた

めのシステムです。主な機能は次の通りです。 

○ ボーリング柱状図は、その位置を緯度経度で処理し、数値地図や任意の地質図などのマップ上にプ

ロットすることができます。 

○ ボーリング柱状図の位置をプロットしたマップ上で、任意に断面線を設定し、その断面図に投影され

たボーリング柱状図の土質・N値・P波速度などのデータを表示することができます。 

○ 断面図中の境界区分の位置情報を、投影された個々のボーリング柱状図上、および断面図中の任

意の位置にプロットすることができます。 

○ 境界区分のポイントデータは csv の形式での出力、およびボーリング柱状図のファイル（BOR/XML

ファイル）に、境界区分データを追記できます。 

 

【その他の機能について】 

本システムには、境界区分作業をサポートする様々な機能があります。 

○ 断面図への背景画像登録・表示機能  (6.1参照) 

○ ボーリング柱状図を他のアプリケーションに関連付けて表示できる機能 (5.5参照) 

  （※ 別途、ボーリング柱状図表示ビューアが必要） 

○ 標高データの読み込み・表示機能 (6.2参照) 

○ サーフェスモデルデータの読み込み・表示機能 (6.3参照) 

○ XYZV 変数モデルの読み込み・表示機能 (6.4参照) 

○ ボーリング位置図画面への数値地図 25000・50000・200000の読み込み・表示機能 (7.4参照) 

 

 本システムは、平成 18 年度から 5 ヵ年計画のプロジェクトとして実施された科学技術振興調整費重要

課題解決型研究「統合化地下構造データベースの構築」において開発いたしました。 
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1.1 動作環境 

OS 

Microsoft Windows XP (SP3 以降) 日本語版 

Microsoft Windows Vista (SP2 以降) 日本語版 

Microsoft Windows 7 日本語版 

メモリ 512MB 以上を推奨 
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2 インストールとアンインストール 

2.1 インストール 

「setup\setup.exe」から手動でインストールが開始されます。インストールが始まると、下図の画面が

表示されるので「次へ」を選択します。 

 

 

 

ユーザー情報を入力したら、「次へ」を選択します。 
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インストール先を設定します。変更したい場合は、「変更」からインストール先を変更します。設定が

完了したら、「次へ」を選択します。 

 

 

インストール確認画面が表示されるので内容を確認します。「インストール」を選択するとインストー

ルが開始されます。 

 

 

「完了しました」という画面が表示されれば、インストールは終了です。 

 

2.2 アンインストール 

Windowsの「スタート」－「設定」－「コントロールパネル」－「アプリケーションの追加と削除」を開い

て、「ボーリング柱状図解析システム」を選択して削除を行います。 
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3 アプリケーション使用方法の概要 

本アプリケーションでの作業の流れを説明します。詳細は、各章を参考にしてください。 

 

1. 作業データの準備 

作業に必要な BOR ファイル／XML ファイルを任意のフォルダにコピーします。これが作業フォルダ

になります。詳細は 3.1を参照。 

 

2. アプリケーションの起動 

アプリケーションの起動については、3.2を参照。 

 

3. 作業フォルダの選択 

BOR／XML ファイルの格納されている作業フォルダを選択します。1で用意したフォルダを選択しま

す。詳しくは 3.3を参照。 

 

4. 断面線の登録 

ボーリング柱状図データを投影する断面線を登録します。登録した断面線から任意の直交距離に含

まれるボーリング柱状図が表示され、境界区分を行うことができます。詳細は 3.4を参照。 

 

5.境界区分の追加 

境界区分名を登録し、ボーリング柱状図または断面図上に境界区分点を追加していきます。詳細は

3.5を参照。 

 

6.作業データの保存 

境界区分の作業が完了したら、保存を行います。詳細は 3.6を参照。 

 

7.境界区分データの出力 

境界区分した結果を様々な形式で出力する事ができます。詳細は 3.7を参照。 

 

8.印刷について 

  断面図を印刷することができます。印刷に方法については 3.8を参照。 
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3.1 作業を開始する前に準備するもの 

 

本システムで、対象となるボーリングデータは以下の 3種類です。 

1) 「地質・土質調査成果電子納品要領（案）平成 16年 6月」ボーリング交換用データ XMLファイル 

  （以降、XML ver2.10） 

2) 「地質・土質調査成果電子納品要領（案）平成 20年 12月」ボーリング交換用データ XML ファイル 

（以降、XML ver3.00） 

3) 柱状-BASEデータ(BORファイル) 

 

上記 3種類のファイルが混在して使用することもできます。データの準備が完了したら、境界区分を

行いたい範囲のボーリングデータを任意のフォルダにコピーします。コピー先のフォルダが作業フォル

ダになります。編集したデータはこの作業フォルダに保存されるようになります(編集データを保存した

作業フォルダの構成は 10章を参照)。 

 

注意事項： 

本システムでは世界測地系が利用されています。したがって、BOR ファイルおよび XML ファイル

の緯度・経度が日本測地系の場合、システム内では自動的に世界測地系へ変換されます。境界区分

した境界データを出力する際は世界測地系のデータとして出力されますのでご注意ください。 

なお、世界測地系に変換されても元データである BORファイルおよび XML ファイルは、上書きさ

れることはありません。システム内で使用する際に、世界測地系へ変換されるだけです。 
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3.2 アプリケーションの起動とメイン画面について 

 

【 起動と終了について 】 

Windowsのタスクバーの「スタート」－「プログラム」－「ボーリング柱状図解析システム」－「ボーリ

ング柱状図解析システム」を選択すると、メインプログラムが起動します。起動すると、下図の画面が

表示され、中央に作業フォルダを選択するダイアログが表示されます。作業フォルダを選択しない場合

は、「閉じる」を選択します。作業フォルダについては次章で説明します。終了するには、メニューの「フ

ァイル」－「終了」を選択します。 
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【 メイン画面について 】 

 ① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
 

 

各部位の説明は以下の通りです。詳細は各章を参照。 

項目 内容 

①メニューバー 様々な操作を行えるメニューが配置されている。詳細は 9章を参照。 

②ツールボタン 様々な操作を行うボタンが配置されている。詳細は 8章を参照。 

③描画エリア このエリアに断面図が表示されます。 

④境界区分画面 境界区分の管理を行うパネルです。 

⑤凡例画面 
N 値柱状図、土質Ｎ値柱状図、ユーザーN 値柱状図の凡例が表示され

ます。各内容については、4章を参照。 

⑥ステータスバー 

ステータスバーには様々な情報が表示されます。 

マウスカーソルが柱状図上にある場合は、該当する標高の「観察記事」

「地層岩体区分」、「地質時代区分」、「土質名」が表示されます。また、そ

の柱状図にユーザーが入力した備考が含まれる場合は備考が表示され

ます。また、マウスカーソル位置の緯度経度、断面線の始点からの距離、

標高値が表示されます。 

なお、右下には現在表示中の断面線名が表示されます。 
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3.3 作業フォルダを開く 

アプリケーションを起動させたら、BOR／XML ファイルが格納されている作業フォルダを選択しま

す。作業フォルダを選択する「柱状図データフォルダ選択ダイアログ」は起動時に表示されるか、メニ

ューの「ファイル」－「フォルダ選択」を選択して表示します。 

 

BOR/XML ファイルの格納されている作業フォルダを選択したら、「決定」を選択します。はじめて

選択したフォルダの場合、「位置ファイルを作成します。」というメッセージが表示されるので、「OK」を

選択します。位置ファイルは、ボーリングデータ検索時に効率よく検索するために必要になります。 

 

 

   

    アプリケーションで行った作業内容は、このフォルダの中に保存されます。 

 

【2回目以降の選択】 

既に位置ファイルが作成されている作業フォルダを開いた場合、システムは作業フォルダ内の

BOR／XML ファイル数の増減を確認します。ファイル数の増減が確認されると、下記のダイアログが

表示されるので「OK」を選択します。 

 

 

また、ボーリング柱状図ファイル自体を編集した場合などが考えられるため、以下のダイアログが表

示されます。ファイルを編集した場合は、「はい」を選択して位置ファイルを再作成してください。 
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3.4 断面線の登録 

断面線の登録方法について説明します。メニューの「ファイル」－「断面線の新規追加」を選択します。

「断面線新規登録」画面が表示されます。地図中の青い点がボーリング柱状図の位置を示しています。

地図画像の表示や柱状図地点マークのサイズ変更などの操作方法は 7章を参照。 
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3.4.1 新規登録方法について  

断面の登録に必要な項目は、断面線名と断面線座標、断面線からの範囲 (断面線から垂直距離

でどの範囲までのボーリング柱状図を投影するか) が必要になります。まず、断面線名と断面線か

らの範囲を入力します。 

「ボーリング非表示設定のコピー」にチェックを入れて、下のリストから既存の断面線名を選択して

おくと、その既存の断面線内で非表示の設定になっているボーリングが新規断面図に含まれる場合、

そのボーリングがデフォルトで非表示の設定になります(*1)。 

*1 ボーリング柱状図解析システム ver. 1.1以下で作成したプロジェクトを ver. 2.1で利用する場合は、本機能を使

用する前に一度断面図を全て表示させて保存を行う必要があります。 

 

次に断面線座標を設定していきます。設定方法には下記の方法があります。 

 

1) マウス操作による断面線座標の設定 

ツールバーの ボタンを選択した状態で、マップエリア内を「左クリック」していくと、断面線の座

標が登録されていきます。断面線は複数の屈曲点に対応しているので、屈曲した断面線を登録する

事も可能です。断面線の座標を追加していくと断面線とその領域枠が赤で表示され、同時に画面右

側の断面線座標欄に座標が追加されていきます。 

他のツールボタンを選択すると一旦断面線の座標を追加するモードは終了しますが、再び を

選択すると先ほどの続きから断面線の座標入力を再開できます。 

 

2) 表入力による断面線座標の設定 

表入力によりマウス入力で設定された断面線座標を編集したり、新規で断面線座標を登録したり

する事ができます。表入力は画面右側の断面線座標欄に対して行います。緯度経度は 10進数で

入力してください。なお、入力は表の上から順に埋めていきます。そうしないと正常に登録ができま

せん。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

「行の挿入」や「行の削除」をしたい場合は、対象の経度・緯度項目で右クリックを押すと、ポップア

ップが表示されるのでそこから実行します。また、行の追加やデータのクリアは表の下の「行の追加」

や「クリア」ボタンで行えます。 
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エクセルから緯度経度をコピーする事も可能です。エクセルでコピーしたい範囲をコピーし、「貼り

付け」ボタンをクリックします。貼り付けを行うと断面線の緯度経度はすべて上書きされます。なお、3

列以上あるデータをコピーした場合、3列目以降は無視されます。 

 

3) 既存断面線データからの設定 

断面線を作成する際に、既存の断面線を参考にしたい場合があります。 ボタンを選択し、既存

の断面線上で右クリックを行うと、断面線名のポップアップが表示されます。座標データを取得したい

断面線名を選択すると、確認画面が表示され「はい」を選択すると、選択した断面線の緯度経度座

標と断面線の範囲が取得され、断面線座標欄と断面線からの範囲欄に入力されます。また、自動で

「ボーリング非表示設定のコピー」にチェックが入り、リストは選択した断面線名が選択されます。不

要な場合はチェックを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)～3)の方法で断面線を作成すると、以下のようになります。 
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断面線の設定が完了したら、画面右上の断面線の新規登録ボタンを選択します。入力値に問題

がなければメイン画面に戻り、断面線が作成されます。断面線を登録すると、断面図上に指定した

範囲内に位置しているボーリングが投影表示されます。断面図上に表示するボーリング柱状図の形

式には、「N 値柱状図」、「土質 N 値柱状図」、「ユーザーN 値柱状図」があります。詳細については

4章を参照。 

 

 

上記の方法以外にも複数の断面線を一度に登録する方法があります。詳細は、5.8を参照。 
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3.4.2 既存の断面線の開き方  

フォルダを選択した後、既に断面線が登録されている場合は、ファイルメニューの「断面線の選

択」または、断面線の選択ツールボタン から断面線の選択画面を表示します。断面線名を選択し

て、表示ボタンを選択します。なお、断面線名と更新日時の列名をクリックすると名前順もしくは日時

順に並び替えができます。 

 

 

ボーリング位置図から断面線を切り替えることも可能です。詳細は 7.5参照。 
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3.5 境界区分追加方法 

次に境界区分の追加します。本システムでは、境界区分は地層の下面のことを示します。登録した

境界区分名はボーリング柱状図上または断面線上で地層境界を区分する際に使用します。登録した

境界区分名は同じ作業フォルダ内で共通に使用されます。境界区分の設定は以下の「境界区分」画

面で行います。 

 

 

ボタンをクリックすると、「境界区分名の新規登録」画面が表示されます。新規追加する境界区

分名とそれに対応する色を設定します。色は色の矩形部分をクリックすると変更できます。既に登録さ

れている境界区分名や「,」が入った文字列は使用できません。入力が完了したら、「OK」を選択します。 

 

 

下図のように境界区分名が登録されます。色や区分名を変更する場合には、色のついた部分を右

クリックすると編集画面が表示されます。 
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境界区分を行う用意が出来たら、実際に境界区分を行っていきます。柱状図上で区分をすると、そ

の標高に選択した区分色マーク（ ）が表示されます。境界区分画面で境界区分を行いたい区分名を

選択します。なお、境界区分の表示／非表示の切り替えは左のチェックボックスで行います。 

 

 

3.5.1 境界区分点の追加方法 

次にツールバーにある ボタンをクリックして選択状態にします。その状態で、柱状図上の区分した

い標高を左クリックすると、クリックした地点に以下のように境界区分点( )が追加されます。ちなみ

に、 を選択した状態で、ctrl キーを押しながら左クリックしても追加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

境界区分点はボーリング柱状図上以外の場所でも追加することができます。柱状図以外で境界点

を追加すると、■マークが表示されます。複数点追加していくと、隣の標高点データと同士を結ぶ線

分が表示されます（下図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ ボーリング柱状図上へ境界区分を行いたい場合は、柱状図の左端をクリックするとうまく追加さ

れます。 
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3.5.2 以深／以浅データ 

ボーリング柱状図の孔口および孔底で境界区分を行う際に、実際の境界区分は孔口よりも浅い

標高にあったり、孔底よりも深い標高にあったりする場合があります。そのようなデータを境界区分と

して登録するには、以深／以浅データ入力を利用します。 

 

以深／以浅データ入力は以下のように行います。 

1) 以深／以浅データ入力モードに切り替えます。ツールバーの を選択すると以深入力モード、

を選択すると以浅入力モードに切り替わります。 

 

2) 境界区分画面で入力する境界区分名を選択します。 

 

3) ボーリング柱状図上の登録したい標高を左クリックします。標高はボーリング柱状図の孔口より

浅かったり、孔底より深くても構いません。追加されると以下のような記号が追加されます。 

 

     

a)                b)                  c) 

       

a) 孔口より浅い地点に以浅データを追加した例 

b) 柱状図内に以深データを追加した例 

c) 孔底よりも深い地点に以深データを追加した例 

 

なお、以深／以浅データも通常の境界区分点と同じく、境界区分線分の描画対象となります。 
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3.5.3 共有境界点について 

本システムでは境界区分を有する断面線が他の断面線と交差する場合、その交差点で共有する

境界区分（共有境界点：記号◆）を自動的に作成します。自動的に共有境界点を作成することで断

面線の交差点で矛盾が生じる事を防ぎます。作成された共有境界点の標高値は任意に変更する事

ができます。共有境界点はその名の通り 2つの断面線上で共有する境界点なので、一方で標高値

を編集された場合、他方の境界点も自動的に変更されます。なお、共有境界点は削除する事もでき

ますが、該当する断面線を開くときに自動的に作成されます。 

 

共有境界点の例) 

A 断面線とそれに対する境界区分が以下のように存在する場合に、A 断面線と交差するような断面

線 B を作成すると以下のように自動的に交差点に共有境界点が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 Ａ断面図 

Ａ断面線 

断面線Ｂの追加 

平面図 Ａ断面図 

Ａ断面線 

B断面線 
B断面線との交線  

B断面線との 

 共有境界点 

B断面図 

A断面線との交線  

A断面線との 

 共有境界点 
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3.5.4 境界区分データの削除 

追加した境界区分を削除したい場合、 を選択してから、削除したい区分点を左クリックします。ま

た、 を選択した状態で、ctrl キーを押しながら削除したい区分点を右クリックしても削除は可能です。 

 

3.5.5 境界区分点の種類について 

本システムで使用される境界区分マークの説明を行います。本システムで使用されるマークは以下

の通りです。 

 

区分マーク 説明 

 柱状図上での境界区分。柱状図自体に追加しているので他の断面図で同

じ柱状図を利用する場合は共通して利用される。 

■ 断面図上での境界区分。断面線上でのみ有効。 

 柱状図上での以深境界区分で、他の断面線で共通して使用される。 

 柱状図上での以浅境界区分で、他の断面線で共通して使用される。 

◆ 共有境界点。交差する 2つの断面線上で共有して使用される。 

※色は境界区分で設定された色になります。 

 

3.5.6 境界区分設定 

境界区分点や境界区分線、および共有境界点の表示／非表示の切り替えや境界登録の設定を行

えます。境界区分設定画面を開くには、下図の赤枠で囲まれた境界区分設定ボタンを選択します。 
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1) 境界区分表示設定 

境界区分表示に関する項目を変更します。それぞれの項目を設定したら、「OK」ボタンもしくは「適

用」ボタンで設定を決定します(適用の場合、画面は閉じません)。 

 

「境界区分点を表示する」、「境界区分線を表示する」、および「共有境界点を表示する」の ON/OFF

をした表示例を示します。 

 

   

 

 

 

a)すべて表示      b)境界区分点が非表示  c)境界区分線が非表示  d)共有境界点が非表示 

 

* 注意点： 境界区分点および共有境界点を非表示にした場合、点の追加、削除、編集などの作業は行えなくなりま

す。また、共有境界点を非表示にした場合は、境界区分線は共有境界点を無視して描画されます。 

 

「非表示ボーリング上の境界区分点は表示しない」 

非表示ボーリング上に境界区分があった場合、境界区分を表示するかしないかを設定します。 

 

 

 

 

 

a) 設定なし                 b) 設定あり 
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「以深・以浅の境界区分は境界区分線に使用しない」 

境界区分線を引くときに以深・以浅の境界区分点を使用するかどうか設定します。 

 

   

 

 

 

 

a) 設定なし                 b) 設定あり 

 

 

2) 境界登録設定 

境界区分点をボーリング柱状図上に追加する場合に、標高値を土質底面標高にしたい場合があり

ます。その場合はフィット機能を使用します。フィット機能を有効にするには「クリック地点に近い土質

底面標高にフィットさせる」にチェックを入れて、「適用」ボタンまたは「OK」ボタンで設定を決定します。 

 

フィット機能を有効にした状態で、柱状図上の境界区分点を追加したい土質底面標高付近をクリック

します（図 a）。そうすると、クリックした地点に一番近い土質底面標高に境界区分点が追加されます

(図 b)。クリックした地点から一番近い土質底面標高を決定する範囲は境界登録設定の「フィット範

囲(m)」によって変更できます。なお、クリック地点からフィット範囲内に複数の土質底面が存在する

場合は、一番距離の近い土質底面標高が境界区分標高として登録されます。 

 

フィット機能図 

           

        図 a                          図 b 
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3.6 作業データの保存 

編集した内容は、保存しないとプログラム終了時に消去されます。作業した内容を保存したい場合

には必ず保存を実行してください。保存を行うには、メニューの「ファイル」－「保存」を選択します。保

存すると作業フォルダ内に作業データが保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

【 データ保存時の注意事項 】  

データ保存時に作業フォルダ以下のファイルを開いたり、他のアプリケーションで使用したりしないよう

にしてください。ファイルが使用されていると、正常に作業データを保存することができません。 

 

保存時には、システム全体の共通データと登録した断面線データが保存されます。システム全体の共

通データは毎回必ず保存されます。断面線データの場合は、保存時間の短縮のため表示した断面線デ

ータや間接的に編集された断面線のみ保存するようにしています。 
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3.7 境界区分データの出力について 

編集した境界区分データを様々なファイル形式で書き出すことができます。 書き出しメニューはメニ

ューの「ファイル」の下にあります。以下に各書き出し形式の説明を示します。 

 

3.7.1 出力オプション 

出力オプションでは、後述する「断面線上の境界データの書き出し」、「全境界データの書き出し」、

「ボーリングデータ上の境界データの書き出し」、「断面図の緯度経度情報の書き出し」、「挟み層デ

ータの書き出し」利用時に書き出す座標系を設定します。UTM 座標系を選択した場合は、ゾーン番

号を設定する必要があります。 

 

 

3.7.2 断面線上の境界データの書き出し 

フォルダを指定して、表示中の断面線で区分されている境界区分データ( 、■、◆と以深／以浅

データ)をすべて CSV ファイルとして書き出します。ファイル名は、境界区分名＋”.csv”となります。

例えば、A・B・C の境界区分があった場合には、選択したフォルダ内に、「A.csv」、「B.csv」、

「C.csv」の三つのファイルが出力されます。 

 

CSV ファイルは 1行が 1つの境界区分を示し、各列は以下の形式になります。 

列の項目 備考 

標高 境界区分の標高 

距離 断面線の始点からの距離を表します。 

経度 出力オプションで選択があれば出力される。 

緯度 出力オプションで選択があれば出力される。 

X 座標 UTM 出力オプションで選択があれば出力される。 

Y 座標 UTM 出力オプションで選択があれば出力される。 

境界コード 境界区分の種類を表します。 

0：柱状図上での境界区分 

1：断面線上での境界区分 

2：共有境界点 

境界タイプ 柱状図上の境界区分の場合、その境界タイプを表します。 

0：通常の境界区分 
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1：以浅データ 

-1：以深データ 

ファイル名 柱状図のファイル名を表す。 

ボーリング名 柱状図のボーリング名を表す。 

断面名 1 境界区分がどの断面に属しているかを示します。 

断面名 2 境界区分がどの断面に属しているかを示します。属している

断面が 3つ以上ある場合は列が追加されて表示されます。 

 

3.7.3 全境界データの書き出し 

選択中の作業フォルダ内で区分されているすべての境界区分データ( 、■、◆と以深／以浅デー

タ)を CSV データとして書き出します。出力するファイル名および形式は 3.7.2 の形式と同様ですが、

ボーリング名の列がありません。 

  

3.7.4 ボーリングデータ上の境界データを書き出し 

選択中の作業フォルダ内で区分されている境界区分データのうち、ボーリング柱状図上で区分さ

れているデータ（ マークと以深／以浅データ）を CSV データとして書き出します。 

 

CSV ファイルは 1行が 1つのボーリング柱状図を示し、各列は以下の形式になります。以下は境

界区分 A しかない場合を例として示している。境界区分が複数ある場合は赤字の列が境界区分の

数だけ増加する。 

列の項目 備考 

ファイル名 ボーリング柱状図のファイル名。 

経度 出力オプションで選択があれば出力される。 

緯度 出力オプションで選択があれば出力される。 

X 座標 UTM 出力オプションで選択があれば出力される。 

Y 座標 UTM 出力オプションで選択があれば出力される。 

孔口標高 ボーリング柱状図の孔口標高。 

境界名 Aの標高 境界区分 A の標高値 

孔底標高 ボーリング柱状図の孔底標高。 

境界名 Aの深度 境界区分 A の深度値 

孔底深度 ボーリング柱状図の孔底深度。 

境界名 Aの境界タイプ 境界区分 A の境界タイプ 

0：通常の境界区分 

1：以浅データ 

-1：以深データ 
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3.7.5 BOR／XML ファイルへ境界データを付加して書き出し 

選択中の作業フォルダ内で柱状図上に境界区分されている場合、その柱状図の BOR／XML フ

ァイルに境界区分されているデータを付加して別ファイルとして出力することができます。保存の際、

標高点データは深度データに変換されて出力されます。出力時にはフォルダを指定します。 

 

1. BOR ファイルの場合 

境界区分データは、BOR ファイルの「地質年代的区分」の項目に保存されます。もし、既に「地質

年代的区分」の項目にデータがある場合は、上書きして出力されます。 

 

2. XML ファイルの場合 

境界区分データは、XML ファイルの「地層岩体区分」の項目に保存されます。もし、既に「地層

岩体区分」の項目にデータがある場合は、上書きして出力されます。 

   

  なお、境界区分データが以深／以浅データの場合、境界区分名称は以下の形式で出力されます。 

   例 1) 境界区分名：A層が以浅データの場合 →  A 層：下面深度○m以浅 

   例 2) 境界区分名：B層が以深データの場合 →  B 層：下面深度○m以深 

 

「BOR／XML ファイルへ境界データを付加して書き出し」では他の書き出しとは違い、登録されて

いる層序を考慮して出力を行います。本システムの境界区分データはその層の下面を表しているの

で、層序の一番新しい層から順に書き出し、存在するデータ（標高の矛盾がない）のみを書き出すよ

うにしています。以下に例を示します。 

 

層序の順番と実際の境界区分に矛盾がない場合 

下の例は層序の古いものほど深度が深くなるようなデータを書き出した場合です。境界区分データ

の最下端が柱状図の下端よりも浅い場合は、空白の境界区分(下記例では 20,25,)として保存されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境界名：深度(m) 層序 

A層 

Ｂ層 

Ｃ層 

Ｄ層 
A: 5 

B: 10 

C: 15 

D: 20 

   25 

  0,  5,A層 

  5,10,B層 

10,15,C層 

15,20,D層 

20,25 

bor/xml用追加データ 
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層序の順番と実際の境界区分に矛盾がある場合 

下図のように層序と実際の境界区分深度に矛盾がある場合は、新しい層序から優先的に層を作成

します。A,B 層と作成されると C 層は B 層の中に埋れる形になるので、C層は無視されます。したが

って、書き出される層序は、A 層→B 層→D層となります。また、ここでも境界区分データの最下端が

柱状図の下端よりも浅いので、空白の境界区分(下記例では 20,25,)として保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 境界区分の深度がマイナスになる場合は自動的に深度は 0になります。 

 

3.7.6 断面線の緯度経度情報の書き出し 

現在開いている作業フォルダに登録されている断面線の緯度経度情報を出力します。「ファイル」

－「断面線の緯度経度情報の書き出し」を選択し、保存ファイルパスを選択します。 

 

ファイルは以下の CSV形式で出力されます。1行が 1断面線を表しています。緯度経度および

UTM 座標は出力オプションで設定された座標が出力されます。 

列の項目 備考 

断面線名 断面線の名称 

経度 n 断面線の経度。n は屈曲点のインデックスを示します。 

緯度 n 断面線の緯度。n は屈曲点のインデックスを示します。 

X 座標 UTMn 断面線の X座標 UTM。n は屈曲点のインデックスを示します。 

Y 座標 UTMn 断面線の Y座標 UTM。n は屈曲点のインデックスを示します。 

 

 

2

5

m 

境界名：深度(m) 層序 

A層 

Ｂ層 

Ｃ層 

Ｄ層 
A: 5 

C: 10 

B: 15 

D: 20 

   25 

  0,  5,A層 

  5,15,B層 

15,20,D層 

20,25 

bor/xml用追加データ 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 30 

3.7.7 メタファイルの出力（断面図の出力） 

本システムでは、現在表示中の断面図をメタファイル形式で出力することができます。メタファイル

形式はいろいろなアプリケーションに貼り付けて使用する事ができます。メニューの「ファイル」－「メ

タファイルの出力」からメタファイルの出力を行うことができます。 

 

* 出力されたメタファイルに問題がある場合やメタファイルが出力されない場合は、デフォルトのプリンタを変更してみ

てください。また、メタファイルを利用するアプリケーションによっては、うまく表示されない場合があります。予めご了

承下さい。 
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3.8 断面図の印刷 

印刷を行う前にメニューの「ファイル」－「印刷設定」で印刷の設定を行います。次にメニューの「ファイ

ル」－「印刷」から印刷を行います。確認画面が表示されるので「プリンタ設定」と「用紙サイズ」を確認

して「OK」を選択します。 

 

 

「システム内での用紙サイズ」とは、本システム内で設定している用紙サイズのことを示します。デフォ

ルトでは、A3の横に入るようにサイズ設定されています。用紙サイズは変更することができます(5.6

を参照)。 

 

印刷用紙が「システム内での用紙サイズ」よりも小さい場合は、複数枚印刷することにより断面図全体

を印刷することができます。複数ページの印刷になる場合は印刷ページの選択画面が表示されます。

「すべて」「ページ範囲」「ページ選択」のどれかを選択し、ページ設定を行った後に「OK」ボタンを選択

すると印刷が始まります。 

 

 

 

3.8.1 印刷レイアウトの確認 

印刷レイアウト表示機能を利用すると、印刷前に印刷ページレイアウトを確認することができます。印

刷レイアウト表示を行うには、ツールバーの を選択して ON にします。もう一度選択すると OFFに

なります。 

ON にすると断面図上に薄くレイアウト枠とページ番号が表示されるようになります。 
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印刷レイアウトは現在設定されているプリンタの印刷サイズを参照しているので、印刷設定でプリンタ

の設定を変更するとレイアウトに反映されます。 

 

* システム内での計算上、右端に不要なページが表示される場合があります。その場合はそのページ

を印刷しない、もしくは「用紙・グラフサイズ設定」でグラフ左上位置やグラフサイズを調整してください。 

 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 33 

4 柱状図表示モード 

本システムでは、3つの柱状図表示モードが用意されています。1つ目がN 値柱状図、2つ目が土

質 N 値柱状図、3つ目がユーザー土質 N値柱状図です。 

 

4.1 N 値柱状図 

 断面線上に表示される柱状図上にN 値に関するデータを重ねて表示します。N 値柱状図モードに

するには、ツールバーの ボタンをクリックして選択状態にします。N 値柱状図モードに変更すると、

N 値の色凡例と伴に、柱状図は以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各色は N値の大きさを表しており、画面左上に表示される N 値色区分凡例に対応しています。 

また、N 値色区分凡例を変更して、柱状図の色区分を変更することができます。色区分を変更するに

は、N 値色区分凡例のメニュー「設定」－「自動色区分」を選択します。 

 

 

 

 

 

N値色区分 N値柱状図 
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「色区分の自動作成」画面が表示されます。ここで、色区分の最大値・最小値・増分・区分色の設定

を行います。最大値・最小値は、データ最大値・データ最小値を参考に設定してください。区分色につ

いては、青→緑色→赤のグラデーションまたは、最大値・最小値の色を任意に設定する 2パターンが

あります。設定が終わったら、「OK」を選択します。 

 

 

 

また N 値画面のN 値表示が密な場合(N 値が 0～50の範囲で増分 1など)に、文字が見えなくな

ることがあります。その際は N 値の表示間隔を変更します。N 値の文字間隔を変更は、メニューの

「設定」－「目盛り表示設定」から行います。 

 

 

 

目盛りの表示設定を選択すると、「目盛り表示設定」画面が表示されるので、最大 N 値と最小N 値

で割り切れる目盛り増分を設定し、「OK」を選択します。 
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任意の区分の色を手動で変更することもできます。区分色を変更したい箇所で右クリックします。下

図のように「？～？の色変更」ポップアップが表示されるので選択すると、色選択画面が表示されます。

そこで任意の色に変更してください。 

 

                    

 

 N 値柱状図は様々な表示が可能です。メイン画面のメニュー「編集」－「各種設定」または、 ボタ

ンから「各種設定」画面が表示されます。N 値設定 1、N 値設定 2のタブ内で N値柱状図に関する設

定を変更できます。詳細は 5.2を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

変更後 
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4.2 土質 N 値柱状図 

断面線上に表示される柱状図上に土質区分のデータを重ねて表示します。土質 N 値柱状図モード

にするには、ツールバーの ボタンをクリックして選択状態にします。土質 N値柱状図モードに変更

すると、土質区分の色凡例と一緒に柱状図は以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質 N 値柱状図モードでは、土質凡例模様が表示され、土質凡例で割り当てられた第 1分類コー

ド色が背景色として塗潰されます。 

 

土質凡例で設定されている色を変更することができます。変更するには、土質凡例の変更したい箇

所の凡例色を右クリックします。色変更のダイアログが表示されるので、変更したい色を選択します。 

 

                        

 

土質 N 値柱状図は様々な表示が可能です。メイン画面のメニュー「編集」－「各種設定」または、

ボタンから「各種設定」画面が表示されます。土質 N値柱状図のタブ内で設定を変更できます。

詳細は、5.2を参照。 

 

土質N値柱状図 土質凡例 

色変更画面へ 

右クリック 
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4.3 ユーザー土質 N 値柱状図 

断面線上に表示される柱状図上にユーザー定義土質区分のデータを重ねて表示します。ユーザー

定義土質区分では、ユーザーが作成したフォーマットに従って柱状図データに含まれる土質名または

土質コードをユーザー定義のコードに変換して土質凡例模様や色を表示します。土質名または土質コ

ードを大別して表示したいときなどに便利です。ユーザー定義土質区分のフォーマットは、土質名用と

土質コード用の 2種類あります。 

 

4.3.1 ユーザー定義土質コードフォーマット(土質名用) 

土質名用のユーザー定義土質コードのフォーマットは以下のような CSV ファイル形式です。 

#ユーザー定義名 ユーザー定義コード 土質区分コード R G B 

礫 40 1100 0 255 0 

砂 30 2000 255 0 0 

#土質名 ユーザー定義コード     

礫 40     

シルト混じり砂礫 40     

砂質砂 30     

・・・・・・ ・・・・     

 

エクセル等を使用して、上表のような CSV ファイルを作成します。はじめに、＃が付いた行(表の赤

い行)をそのまま記入します。続いて土質名を大別するユーザー定義を次の行から入力します。上記

の例では、2～3行目でユーザー定義（ユーザー定義名とユーザー定義コード、対応させる土質区分コ

ードと背景色の指定（RGB 値））の作成をしています。 

 

次に、土質名とのユーザー定義区分リストを作成します。＃が付いた行(表の青い行)をそのまま記

入します。それから 1行ずつ土質名とそれに対応させるユーザー定義コードをペアで入力していきま

す。入力が完了したら任意のファイル名（*.csv）で保存します。 

 

各項目の説明 

 項目名 説明 

1 ユーザー定義名 ユーザーが指定する土質名称(凡例の名称になる)。 

2 ユーザー定義コード ユ－ザー定義名に対する定義コード。このコードをユーザー

定義区分リストに使用します。 

3 土質区分コード ユーザー定義名へ関連付ける土質区分コード。図模様を表

示する際のコードになる。指定するコードは XML ver2.10 の

土質コードのみ有効です。 

4 R, G, B 背景色 RGB 値を指定する。値の範囲は 0～255 

5 土質名 実際の柱状図ファイルに表記されている土質名。 

6 ユーザー定義コード 5 で設定した土質名と対応させるユーザー定義コードを指定

する。 
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土質用のサンプルデータとしてインストールデータのサンプルフォーマットフォルダ内に「ユーザー定

義土質区分_サンプルフォーマット.csv」がありますので、そちらを参考にして作成してください。 

   

4.3.2 ユーザー定義土質コードフォーマット(土質コード用) 

土質コード用のユーザー定義土質コードのフォーマットは以下のような CSV ファイル形式です。 

#ユーザー定義名 ユーザー定義コード 土質区分コード R G B 

礫 40 1100 0 255 0 

砂 30 2000 255 0 0 

#土質コード ユーザー定義コード     

01100 40     

01504 40     

02120 30     

・・・・・・ ・・・・     

 

エクセル等を使用して、上表のような CSV ファイルを作成します。はじめに、＃が付いた行(表の赤

い行)をそのまま記入します。続いて土質名を大別するユーザー定義を次の行から入力します。上記

の例では、2～3行目でユーザー定義（ユーザー定義名とユーザー定義コード、対応させる土質区分コ

ードと背景色の指定（RGB 値））の作成をしています。 

 

次に、土質コードとのユーザー定義区分リストを作成します。＃が付いた行(表の青い行)をそのまま

記入します。それから 1行ずつ土質コードとそれに対応させるユーザー定義コードをペアで入力してい

きます。入力が完了したら任意のファイル名（*.csv）で保存します。 

 

各項目の説明 

 項目名 説明 

1 ユーザー定義名 ユーザーが指定する土質名称(凡例の名称になる)。 

2 ユーザー定義コード ユ－ザー定義名に対する定義コード。このコードをユーザー

定義区分リストに使用します。 

3 土質区分コード ユーザー定義名へ関連付ける土質区分コード。図模様を表

示する際のコードになる。指定するコードは XML ver2.10 の

土質コードのみ有効です。 

4 R, G, B 背景色 RGB 値を指定する。値の範囲は 0～255 

5 土質コード(*1) 柱状図ファイルに表記されている土質コード。ただし、XML 

ver2.10 の土質コードのみ有効です。 

6 ユーザー定義コード 5 で設定した土質名と対応させるユーザー定義コードを指定

する。 

*1 XML ver3.00 のボーリングデータを対象とする場合は、本システムのインストール先にある

ver3.00 と ver2.10 の変換テーブルである「data\ver300tover210.csv」を参考に、ver3.00 のコードを

ver2.10 のコードに変換してご利用下さい。 
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4.3.3 ユーザー定義土質コードの読み込み 

ファイルが用意できたら読み込み作業を行います。読み込み先の断面線を表示し、メニューの「編

集」－「ユーザー定義土質区分の読み込み」を選択します。ファイルを選択する画面が表示されるので、

先ほど作成したファイル（ｃｓｖ形式）を選択して「OK」ボタンをクリックします。データ形式が正しい場合

は、ユーザー定義土質区分ファイルデータが読み込まれます。 

ユーザー定義土質区分ファイルを読み込むと自動的にユーザー土質 N 値柱状図モードに変更され

ます。手動でユーザー土質 N 値柱状図モードにするには、ツールバーの ボタンをクリックします。

なお、登録したユーザー定義土質区分データを削除する場合は、「編集」－「ユーザー定義土質区分

の削除」を選択します。 

ユーザー土質 N 値柱状図モードになると、ユーザー定義土質区分の色凡例と共に、柱状図はユー

ザー定義土質区分に関連付けされた土質区分凡例模様で、以下のように表示されます。下記は、土

質を大別して 7種類に分けた例です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー定義土質凡例のステータスバーには、ユーザー定義土質区分ファイル名が表示されます。 

 

ユーザー土質 N 値柱状図は様々な表示が可能です。メイン画面のメニュー「編集」－「各種設定」ま

たは、 ボタンから「各種設定」画面が表示されます。ユーザー土質 N 値柱状図のタブ内で設定を

変更できます。詳細は、5.2を参照。 

 

 

ユーザー土質N値柱状

図 

ユーザー定義土質凡例 
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5 その他の機能について 

5.1 ボーリングデータ一覧 

断面線上に表示されているボーリングデータの一覧を閲覧することができます。ボーリングデータの

不使用登録や表示／非表示の切り替え、境界区分データ・備考の編集を行うことができます。「ボーリ

ングデータ一覧」画面を表示するにはメニューの｢ツール｣－「ボーリングデータ一覧」を選択します。 

 

5.1.1 ボーリングデータ一覧機能 

「ボーリングデータ一覧」画面の柱状図情報タブにボーリングデータ情報が表示されます。表示でき

る情報は、以下の通りです。 

 

・ ファイル名 

・ 通し番号・・・詳細は 11.5.1を参照 

・ ボーリング名 

・ 距離(m)・・・始点からの距離 

・ 垂直距離(m)・・・断面線からの垂直距離 

・ 位置・・・・始点からみて断面線のどちら側(右 or 左)にそのボーリングが位置しているか 

・ 掘進長(m) 

・ 孔口標高(m) 

 

メニューの「表示」－「柱状図情報」から各項目の表示／非表示の設定を行えます。設定は保存され

るので次回表示時にも適用されます。また、メニューの「ファイル」－「柱状図情報の書き出し」を選択

すると現在表示中の柱状図情報を CSV ファイルとして書き出すことができます。 
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5.1.2 ボーリングデータ表示／非表示切り替え 

ボーリングデータの表示／非表示の切り替えは、柱状図情報タブの各行先頭のチェックボックスで

行えます。表示する場合はチェックをつけ、非表示にする場合はチェックを外します。「ファイル」メニュ

ーの「全て選択」「全て選択解除」を使用すると、すべてのチェックをつけたり、解除したりできます。 

 

 

上記の方法以外に、表示されている柱状図を選択して、表示・非表示を変更する方法があります。メ

イン画面のツールボタン を選択して、ボーリング柱状図表示・非表示モードにします。その状態で、

非表示にしたいボーリング柱状図上で「Ctrl + 右クリック」すると選択された柱状図は下図のように点

線で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点線はボーリング柱状図表示・非表示モードを解除すると、見えなくなります。再び表示させたい場

合は、表示させたいボーリング柱状図の点線上で、「Ctrl + 左クリック」をします。クリックした場所に

ボーリングデータが複数存在する場合は、選択画面が表示されるので、表示／非表示させたいボーリ

ング名を選択します。 

また、この機能は「ボーリングデータ一覧」画面と連携しています。表示／非表示を行うと、自動的に

「ボーリングデータ一覧」画面上の該当ボーリングデータのチェック状態も変更されます。 

 

 

非表示選択 
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5.1.3 ボーリングデータの不使用設定 

この機能を使って任意のボーリングデータを不使用状態にすると、そのボーリングをすべての断面

線で利用不可にすることができます。不使用状態になると、断面図上には表示されなくなりますが、 

ボーリングデータ一覧画面やボーリング柱状図表示・非表示モードでは確認することが可能です。 

 

ボーリングデータを不使用状態にするには、ボーリングデータ一覧画面の柱状図情報タブで不使用

にしたいボーリングデータ行で右クリックします。右クリックすると「不使用ボーリングに変更」ポップア

ップが表示されるので選択します。不使用状態になるとボーリングファイル名は赤く表示され、柱状

図上に表示されていた場合は非表示になります。再び使用状態に戻すには、不使用状態のボーリ

ングデータ行を右クリックして表示される「使用ボーリングに変更」ポップアップを選択します。 

 

不使用状態へ 

  →   

 

使用状態へ 

  →   

 

上記の方法以外に、断面図上に表示されている柱状図を選択して不使用／使用を変更する方法が

あります。メイン画面のツールボタン を選択して、ボーリング柱状図表示・非表示モードにします。

その状態で、不使用状態にしたいボーリング柱状図上で「Ctrl + Alt + 右クリック」すると選択され

た柱状図は下図のように赤い点線で表示されます。 
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使用状態から不使用状態へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、不使用状態から使用状態に変更したい場合は使用状態にしたいボーリング柱状図上で「Ctrl 

+ Alt + 左クリック」をします。 

 

不使用状態から使用状態へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この機能は「ボーリングデータ一覧」画面と連携しています。不使用／使用状態の変更を行うと、自

動的に「ボーリングデータ一覧」画面上の該当ボーリングの表示も変更されます。 

 

Ctrl + Alt + 右クリック 

Ctrl + Alt + 左クリック 
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5.1.4 境界区分標高の一覧とボーリングデータの備考 

「ボーリングデータ一覧」画面の境界区分と備考タブを選択すると、ボーリングデータに登録している

境界区分標高値と備考を参照することができます。標高値の単位はmです。以浅の場合は「>」、以

深の場合は「<」が標高値の後に表示されます。メイン画面で境界区分の追加、削除、変更があった

場合は直ちに反映されます。 

 

 

 

 ※ 背景が斜線のボーリングデータは非表示設定になっているか、不使用ボーリングです。斜線の

場合でも以下の境界区分値および備考の編集は行えます。 

 

1) 境界区分標高の編集 

編集したい境界区分標高セルをダブルクリックすると境界区分値の編集画面が表示されます。境界

タイプ、境界標高値を編集したら「OK」ボタンで決定します。修正された境界区分データは直ちにボ

ーリング一覧表および断面図に反映されます。 
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2) 備考の編集 

備考は 1つのボーリングデータに対して 1つ設定することができます。したがって、同じボーリン

グデータを違う断面線で使用する場合にも共通した備考を閲覧することができます。 

編集したい備考セルをダブルクリックすると備考の編集画面が表示されます。備考を編集したら

「OK」ボタンで決定します。修正された境界区分データは直ちにボーリング一覧表および柱状図に

反映されます。 

 

 

※ 上記のように改行して入力することは可能です。なお、保存時に改行文字は全角のスペース、

全角の空白は半角のスペースに変換されて保存されます。 

 

3) 柱状図情報タブからのリンク 

柱状図情報タブでボーリングデータ行をダブルクリックすると境界区分と備考タブに移動し、選択した

ボーリングデータ行が緑の背景で表示されます。また同時に、選択したボーリングデータ行が表示

域にくるように自動的にスクロールします。緑色の選択状態は別の柱状図をダブルクリックするか、

ボーリングデータ一覧を閉じることによって消えます。 
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5.1.5 柱状図情報の書き出し 

「ファイル」－「柱状図情報の書き出し」から柱状図情報を CSV ファイルで出力することができます。

出力されるデータは、ボーリングデータ一覧画面で現在表示設定になっている項目です。ファイルの

フォーマットは以下の通りです。 

 

列名 説明 

表示 ボーリングの表示／非表示を表す。1なら表示、0なら非表示。 

ファイル名 ボーリングデータのファイル名 

通し番号(*1) ボーリングデータのシステム内での通し番号 

ボーリング名(*1) ボーリングデータのボーリング名 

距離（m）(*1) 断面線上の始点からの距離 

垂直距離(m)(*1) 断面線上からの垂直距離 

位置  (*1) 始点からの方向でボーリングが断面線の左右どちらにあるかを表示 

掘進長(m) (*1) ボーリングデータの掘進長 

孔口標高(*1) ボーリングデータの孔口標高 

境界区分(*2) 境界区分標高が表示される。列名は各境界区分名になる。 

備考 ボーリングデータに対する備考を表示 

 

*1 表示設定になっている項目のみ出力されます。 

*2 境界区分設定がされていない場合は出力されません。 
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5.2 各種設定 

メニューの「編集」－｢各種設定｣または、 をクリックすると、「各種設定」画面が表示されます。こ

の画面でいろいろな設定を行うことができます。以下に各タブでの設定の説明を行います。設定が終

了したら「適用」または「OK」で設定を反映する事ができます。 

 

5.2.1 x 軸・y 軸の設定 

ボーリングデータ表示枠の設定を変更できます。ｘ軸は断面線の長さ方向、y 軸は標高方向の設定

を示しています。 

   

x 軸の設定タブ                         y 軸の設定タブ 

 

項目の説明 

項目 内容 

最小値 X/Y 軸の最小値を設定します。 

最大値 X/Y 軸の最大値を設定します。 

断面線範囲の代入 最小・最大値に断面線の範囲を代入します。（X 軸のみ） 

目盛り増分 数値入りの目盛りの間隔を設定します。 

副目盛り増分 目盛り増分の間隔内に目盛りをいくつ入れるか設定します。（整数） 

目盛りの種類 目盛りの種類を選択します。 

副目盛りの種類 副目盛りの種類を選択します。 
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5.2.2 柱状図表示の設定 

【柱状図 1】 

ボーリング柱状図に表示する柱状図名や表示角度、表示高さを変更することができます。また、柱

状図背景を白で塗潰すかどうかの設定も行えます。 

     

 

 

項目の説明  

項目 内容 

柱状図名 

断面図上に柱状図を表示する際に孔口付近に表示するボーリング情

報を選択します。以下の種類があります。 

・表示なし 

・ボーリングファイル名 

・ボーリング名 

・ボーリング名／孔口標高／総掘進長 

柱状図名の表示角度 柱状図名の表示角度を設定します。 

柱状図名の表示高さ 柱状図の孔口から何 mmの場所に柱状図名を表示するかを設定 

背景は白で塗潰す 描画の際、柱状図の背景を白で塗潰すかどうか設定します。 
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【柱状図 2】 

ボーリング柱状図の幅や拡大時の設定、地質時代区分と地層岩体区分の表示設定および備考マ

ークの表示設定を行います。 

 

 

項目の説明   

項目 内容 

柱状図幅 

柱状図幅： 柱状図を表示する際の幅を設定します。 

表示の拡大・縮小により表示幅を変更する： 表示の拡大・縮小により

表示幅を変更する場合にチェックをつけます。 

地質時代区分と地層岩体

区分の表示 

ボーリング XML ファイルが対象の場合、その中に含まれる「地質時代

区分」および「地層岩体区分」を柱状図横に表示することができます。 

 

地質時代区分を表示させたい場合は、「地質時代を柱状図横に表示す

る」にチェックをつけ、その表示幅を入力します。 

地層岩体区分を表示させたい場合は、「地層岩体区分を柱状図横に表

示する」にチェックをつけ、その表示幅を入力します。 

備考 

ボーリング柱状図に対してユーザーが備考を入力している場合、柱状

図の下に○マークを表示するように設定できます。 

 

備考のマークを表示したい場合は、「備考がある場合柱状図の下にマ

ークを表示する」にチェックをつけ、マークの大きさや色を設定します。 
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地質時代区分と地層岩体区分の表示例） 

                    

地質時代区分         地層岩体区分       地質時代区分と地層岩体区分 

 

表示される地質時代名は XML ファイルの version によって求め方が異なります。 

XML ファイル 取得方法 

ver. 2.10 地質時代_コードタグにある地質コードから地質時代名を変換して求める。求まら

ない場合は地質時代_時代名タグから地質時代名を取得する。 

ver. 3.00 地質時代_地質時代名タグにある名称を地質時代名として取得する。 

 

また、表示される地層岩体区分名は両 version とも地層岩体区分_地層岩体名タグから取得します。 

 

備考マークの表示例） 
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5.2.3 N値設定の設定 

N 値表示に関する設定を行えます。 

   

N 値柱状図 1 タブ                      N値柱状図 2 タブ 

 

項目の説明 

項目 内容 

表示形式 

N 値を表示する際に「N 値測定箇所のみ表示」するか、「次の N 値測

定開始深度まで適用して表示」するかを設定します。「次の N 値測定

開始深度まで適用して表示」を選択した場合、N 値柱状図範囲の上限

は 1mまでです。それを超える場合も 1m として表示されます。 

 

N値測定箇所のみ表示     次のN値測定開始深度まで適用して表示 

         

柱状図の横に表示 

チェックするとN 値の色区分の横にN 値（数値）を表示します。N 値

が 50以上の場合は、赤字で「50＜」と表記されます。 
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N 値表示幅 

N 値を表示する際に、N値によって表示幅を変更できるように設定で

きます。以下 2つのパターンを説明します。 

 

【柱状図幅と同じ幅】 

N 値に関係なく柱状図幅と同じ幅で N値色が表示されます。 

 

【N 値に比例させて表示幅を変更】 

N 値によって表示幅を変更できるようにします。表示幅は、N 値 50時

の表示幅を基準に比例計算されます。「以下の範囲は対数比例」にチ

ェックを入れると、設定した範囲内は対数比例で表示する事ができま

す。これは小さい N値を見比べたい場合に役に立ちます。対数比例の

場合は白抜きになります。 

                

柱状図幅と同じ        N値比例           N値対数比例 

 

 

 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 53 

5.2.4 土質 N 値柱状図／ユーザー土質 N値柱状図の設定 

土質 N 値柱状図とユーザー土質N 値柱状図の設定を行えます。なお、土質N 値柱状図とユーザ

ー土質 N 値柱状図の設定項目内容は同じです。 

  

土質 N 値柱状図設定タグ                ユーザー土質 N 値柱状図設定タグ 

 

土質 N 値柱状図／ユーザー土質 N 値柱状図項目 

項目 内容 

模様の表示 

模様を表示するかどうかの設定 

 

背景色の塗潰し 

背景は設定されている色で塗潰すかどうかの設定 

           

背景＋模様           模様のみ 
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対象コードがない場

合、”?”マークを表示する 

コードが見つからない場合、”?”マークを付けるかどうかの設定。 

 

 

グラフ設定 

柱状図の右隣に表示するグラフを設定できます。各タブを選択するとそれぞれの表示モードに切り替

わります。各表示モードの設定は以下の通りです。 

項目と内容 

【表示しない】 

柱状図の右横には何も表示しません。 

【N 値】 

柱状図の横にN 値グラフを表示することができます。 

N 値グラフの種類は①比例表示、②対数比例表示、③折れ線グラフ表示の 3 種類で表示方法プル

ダウンから選択します。「最大表示幅」は N 値が 50 のときの幅を示しています（折れ線グラフの場

合は横幅）。対数表示の場合は白抜きの棒表示となります。折れ線グラフの赤丸は N 値 50 以上を

示します。なお、N値数値表示を ON にするとグラフの横に N 値を表示することもできます。 

 

                   

比例        対数比例        折れ線グラフ       対数比例＋N値表示 
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【PS 検層】 

柱状図の横に PS 検層グラフを表示することができます。ボーリング柱状図データが XML形式の

場合のみ対応しています。表示幅はグラフの横幅を示します。数値表示や凡例表示のオプションも

選択可能です。 

                    

凡例表示                凡例表示+数値表示 
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5.2.5 オプションの設定 

 境界区分のマークの大きさや境界区分線、別断面線表示の設定を行えます。 

 

    

オプション 1 タブ                       オプション 2 タブ 

 

項目説明 

項目 内容 

柱状図区分マーク 
境界区分のマークの大きさや拡大・縮小に対する大きさの変更の設定を

行います。 

境界区分線 
境界区分データ同士を結ぶ線の色や線種、背景色を設定する事ができ

ます。背景色は点線などの場合に線色以外の部分の色を示します。 

別断面線表示 
別断面線表示の背景色や線種を設定します。線の色は境界区分の色が

採用されるため、任意に設定できません。 

断面線方向の表示 断面図上に断面線の方向を表示するかどうかの設定を行います。 

断面線の始点終点緯

度経度の表示 
断面図の始点と終点に緯度経度を表示するかどうかの設定を行います。 

柱状図横のグラフ表示

オプション 

N 値／PS検層の数値表示時の大きさや折れ線グラフの線幅を変更でき

ます。設定範囲は両方とも 1～5です。 

N 値の数値表記の文

字色を凡例色と同じ色

にする 

N 値の数値表記の文字色を N 値凡例色と同じにします。この設定は「N

値柱状図」「土質 N値柱状図区分」「ユーザー土質 N値柱状図」で共通

の設定になります。 

 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 57 

5.2.6 検索の設定 

ボーリング柱状図データの観察記事、土質名、観察記事・土質名からキーワードを検索し、柱状図の

横に十字マークを表示させることができます。同時に 5つまでの検索表示が可能です。 

     

                                           検索結果表示例 

項目の説明   

項目 内容 

検索 

最大 5つの文字検索を行えます。検索対象は「観察記事」、「土質名」、「観察

記事・土質名」から選択して、検索 1～検索 5に検索文字列を入力します。チェ

ックをつけた検索設定のみ有効になります。 

表示色はクリックするとダイアログが表示され、変更することができます。表示

形式は、上図の検索結果表示例のように十字マークで表示され、該当があった

色が表示されます。十字の上が検索 1、右が検索 2、下が検索 3、左が検索 4、

真ん中が検索 5を示します。 

 表示される標高は検索対象によって異なります。「観察記事」の場合は観察記

事の中心標高(*1)、「土質名」の場合は土質区分の上端下端の中心標高です。

「観察記事・土質名」の場合は少し特殊で、土質区分を基準に考えて、まず土質

名で検索を行い、部分一致すれば土質区分の上端下端の中心標高に十字マー

クを表記します。土質名で該当しない場合はその土質区分の間にある観察記事

を対象とし、部分一致する文字があるか検索し、あった場合は土質区分の上端

下端の中心標高に十字マークを表記します。 
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検索結果マーク 

検索結果マークに関する設定を行います。 

サイズ： 十字マークのサイズを設定します。 

拡大・縮小を有効： 拡大・縮小時に十字マークサイズが変更されます。 

基準位置： 十字マークの基準位置を左端、中央、右端から選択します。 

水平移動： 十字マークを基準位置から水平方向にどのくらい移動させるかを設

定します。マイナス値だと左、プラス値だと右に移動します。 

 

例 1） 基準位置：中央、水平移動：0   例 2) 基準位置：左端、水平移動：-4 

                    

 

   *1 BOR ファイルおよび BOR ファイルから変換したボーリングの場合は標高がピンポイントで指定さ

れている場合は、ピンポイントの標高になります。 
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5.3 別の断面線で区分した境界区分データを表示する 

既存断面線上の境界区分線をを現在表示している断面線に投影することができます。ただし、この

機能は現在表示中の断面線が屈曲のない 2点の線分の場合のみ有効となります。メニューの「表示」

－「別断面境界データの表示選択」を選択すると、現在表示中の断面線以外の断面線名が表示され

るので、投影させたい断面線名にチェックします。 

 

 

投影すると、以下のように境界区分名に設定されている色と同じ色で線として表示されます。線の右

端に参照先の断面線名が表示されます。境界区分ツール画面で表示設定となっている境界区分名の

みが表示されます。クリアしたい場合には、「別断面境界データの表示選択」を開いて、クリアしたい断

面線名のチェックを外します。 
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5.4 マルチカーソルツール 

 マルチカーソルツールを選択すると、キーボードとマウスでいろいろな操作をすることができます。マ

ルチカーソルモードにするにはツールボタン を選択します。操作できる作業は以下の通りです。 

 

1．境界区分の追加 

  断面線上の境界点を追加したい箇所で Ctrl キーを押しながら左クリックすると、境界区分点を追

加することができます。(※ 境界区分追加前に、境界区分画面で境界区分名を選択しておく必要があ

ります。) 

 

2．境界区分点／挟み層データの削除 

  Ctrl キーを押しながら削除したい境界区分点／挟み層データを右クリックすると、境界区分点／挟

み層データを削除できます。 

 

3．表示画面の移動 

  Shift キーを押しながら断面線上をドラックすると、画面を移動できます。 

 

4．編集ポップアップ 

  編集したい境界区分点／挟み層データを右クリックするとポップアップが表示されます。編集したい

内容を選択します。 

項目 内容 

標高の編集 選択した境界標高点を直接手入力で指定できます。 

削除 選択した境界区分点／挟み層データを削除します。 

全て削除 選択した境界区分点／挟み層データを断面図上からすべて削除します。 

 

5．拡大・縮小 

Altキーを押しながら、マウスホイールを奥に回すと画面の拡大・同じく手前に回すと画面が縮小さ

れて表示されます。(※ この機能は、マルチカーソルの状態でなくても使用可能です。) 

 

6. 備考の編集 

 備考を編集・追加したいボーリングデータを右クリックすると、「備考の編集」がポップアップが表示さ

れます。選択すると、備考の編集画面が表示されます。 
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5.5 BOR／XML 柱状図を任意アプリケーションで開く 

断面図に表示中の柱状図やボーリング位置図表示上の柱状図を指定する任意のアプリケーション

で簡単に開くことができます。はじめに、任意のアプリケーションを選択します。メニューの「ファイル」－

「柱状図表示ビューアの選択」を選択します。 

 

柱状図表示ビューアの設定画面が表示されるので、参照ボタンで BOR ファイル／XML ファイルを

開く際に使用するアプリケーションの実行ファイルを選択します。設定が完了したら「OK」で画面を閉じ

ます。設定したパスはアプリケーション共通のビューアとして保存されるので、作業フォルダごとに登録

する必要はありません。なお、設定できる実行ファイルは、コマンドライン引数でファイルパスを渡すと

動作する実行ファイルに限りますのでご注意ください。 

 

 

 

 

【 断面図の柱状図からの表示方法 】 

メイン画面のツールボタン を選択した状態で断面図上の表示したいボーリング柱状図をダブルク

リックします。うまくアプリケーションが起動しない場合、選択した実行ファイルがコマンドライン引数で

の起動に対応していない可能性があります。 

 

【 ボーリング位置図からの表示方法 】 

「ボーリング位置図」画面のツールボタン を選択した状態で表示したいボーリング柱状図をダブル

クリックします。うまくアプリケーションが起動しない場合、選択した実行ファイルがコマンドライン引数

での起動に対応していない可能性があります。 
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5.6 用紙・グラフサイズの設定 

システム内では印刷時を考慮して実際のサイズを使用して描画を行っています。設定は各断面図

毎に行うことができます。メニューの「編集」－「用紙・グラフサイズ設定」を選択します。選択すると以

下の画面が表示されます。 

 

 下記の説明を参考に各項目を編集します。「OK」、「適用」を選択することで設定を反映させることが

できます。 

 

【 項目の説明  】 

項目 内容 

用紙サイズ 

印刷時のサイズの目安となる用紙サイズを設定します。この設定は印

刷設定のサイズとは関係ありませんが印刷時の目安となります。サイ

ズは横の「A4~A0」または「カスタム」を選択できます。「カスタム」を選

択すると下部の「幅」と「高さ」を自由に変更できます。 

グラフの左上位置 
断面図グラフの左上表示位置を設定します。用紙サイズの左上が始

点となります。 

グラフサイズ 

断面図グラフ本体(凡例や題名などは除く)のサイズを設定します。設

定には「mm単位」と「スケール単位」で指定する方法があります。二

つの設定は連動しており片方を設定して、「OK」または「適用」を選択

すると、もう一方の値が換算されて代入されます。 

上記設定をデフォルト値とし

て使用する 

この項目にチェックを入れて「OK」または「適用」を選択すると、現在の

設定がデフォルト値として登録され、同じ作業フォルダ内で新規に作成

される断面図に適用されます。デフォルト値については 5.7を参照。 
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用紙サイズはあくまで目安です。例えばＡ2で印刷しようと考えているときに、用紙サイズを A2 とし

その枠の中に断面図が収まるように、グラフ左上表示位置やグラフサイズを設定します。そして、印刷

時に、プリンタ設定で用紙を A2の横に設定すれば、イメージ通りに印刷することができます。 

 

【 概念図 】 

 

 

 

 

 

 

用紙サイズ 

グラフサイズ 

グラフの左上位置 
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5.7 初期設定について 

新規に作成する断面図に適用される初期設定を設定します。初期設定は「断面図作成設定(5.7.1

参照)」と「断面図表示の初期設定(5.7.2参照)」の 2種類あります。初期設定は既存の断面図に対し

ても反映させることが可能です(5.7.3参照)。 

 

5.7.1 断面図作成設定 

断面図作成時に設定できる項目は「用紙・グラフサイズ」、「標高データ」、「サーフェスモデル」、

「XYZV変数モデル」、「ユーザー定義土質区分」です。「標高データ」、「サーフェスモデル」、「XYZV

変数モデル」の各種データについては、6章を参照。設定しておくと断面図を新規作成した場合、自

動的にサイズの設定や各種データの読み込み、ユーザー定義土質区分の適用が行われます。設定

は、作業フォルダ内に自動的に保存されます。設定画面を開くにはメニューの「ファイル」－「断面図

作成の初期設定」を選択します。以下に各タグの設定について説明します。設定が完了したら「ＯＫ」

を選択します。 

 

【用紙・グラフサイズ】 

新規断面図に適用するデフォルトの用紙・グラフサイズを設定します。各項目の詳細は 5.6を参照。 
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【 標高データ 】 

新規断面図に適用する標高データを設定します。データは数値地図 50m メッシュ(標高)、数値地図 

5m メッシュ(標高)、および基盤地図情報の標高データ(5m メッシュと 10m メッシュ)の標高データを選

択できます。5m メッシュを使用する場合は、平面直角座標系を設定してください。フォルダの選択につ

いては、6.2を参照。 

 

 

【サーフェスモデル】 

新規断面図に適用するサーフェスモデルを設定します。サーフェスモデルについては、6.3を参照。

「追加」ボタンを使用して、サーフェスモデルファイルを登録します。複数のファイルを登録することが可

能です。登録したファイルを削除する場合は削除したいファイルを選択して、「削除」ボタンを選択しま

す。また、「クリア」ボタンを選択するとすべてクリアすることができます。 
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【XYZV 変数モデル】 

新規断面図に適用する XYZV 変数モデルを設定します。XYZV 変数モデルについては、6.4を参

照。「追加」ボタンを使用して、XYZV変数モデルファイルを登録します。複数のファイルを登録するこ

とが可能です。登録したファイルを削除する場合は削除したいファイルを選択して、「削除」ボタンを選

択します。また、「クリア」ボタンを選択するとすべてクリアすることができます。 

 

 

【ユーザー定義土質区分】 

新規断面図に適用するユーザー定義土質区分を設定します。ユーザー定義土質区分については、

4.3を参照。「追加」ボタンを使用して、ユーザー定義土質区分ファイルを登録します。複数のファイル

を登録することが可能ですが、デフォルトとして設定できるのは 1つだけです。チェックした項目がデフ

ォルト値として使用されます。登録したファイルを削除する場合は削除したいファイルを選択して、「削

除」ボタンを選択します。また、「クリア」ボタンを選択するとすべてクリアすることができます。 
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5.7.2 断面図表示の初期設定 

新規作成された断面図に断面図表示の初期設定を与えることが出来ます。メニューの「ファイル」－

「断面図表示の初期設定」を選択します。 

 

 

 

設定画面の説明については 5.2を参照してください。設定が終わったら「OK」を選択します。このと

き設定内容は、作業フォルダ内に自動的に保存されます。 

 

断面図表示の初期設定の注意点 

初期設定で X 軸の最小値および最大値を 0に設定すると、断面線の新規作成時に最小値 0 と

最大値に断面線長が代入されます。また、X 軸の最小値および最大値が 0の場合に目盛り増分に

0を設定することができ、最適な目盛り増分が自動で計算されます。 

上記のことは Y 軸に対しても同様で、Y軸の場合は断面線に投影されるボーリング柱状図が表示さ

れるように最小値と最大値が自動で計算されます。 
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5.7.3 既存断面線への初期設定の適用 

設定した「断面図作成設定」および「断面図表示の初期設定」を既に作成した断面線に適用すること

ができます。メニューの「ファイル」－「既存の端面線に初期設定を適用」を選択します。 

 

下図の画面が表示されるので、適用する項目を選択して「OK」を選択します。選択すると適用が開

始されます。作業中はプログレスバーが表示されます。エラー等があった場合は最後にエラーログ画

面が表示されます。 

 

 

 

注意点 

断面線表示設定の中で、X 軸の最小値、最大値が 0になっている場合は、X 軸の最小値・最大値

の値は既存断面線に反映されません。上記のことは Y軸の最小値・最大値でも同様です。また、X軸

と Y 軸の目盛り増分が 0の場合も同様に反映されません。 
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5.8 複数断面線の一括登録 

複数の断面線を一括で登録するには、以下に説明するフォーマットの csv ファイルを用意します。複

数断面線一括登録用のフォーマットは以下の通りです。なお、サンプルフォーマットとしてインストール

データの「サンプルフォーマット」フォルダ内に「複数断面線データ_サンプルフォーマット.csv」があるの

で、データ作成の参考にしてください。 

 

【 フォーマット 】  1行が 1断面を示します。 

 

 

 

複数断面線一括登録用のファイルが用意できたら、メニューの「ファイル」－「複数断面線の新規追加」

を選択します。ファイル選択画面に移るので、用意したファイルを選択します。 

 

ファイル形式に問題がない場合、新規断面線の作成が開始されます。作業状況のダイアログが表示さ

れ、現在の作業状況が把握できます。作成には時間が掛かる場合があるので、操作せずに暫くお待

ちください。 

 

格子上の断面線を作成した例) 

 

 

「断面線名, 線幅(m単位), 緯度経度点数(n), 経度 1, 緯度 1, ・・・経度 n, 緯度 n」 
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5.9 境界区分データの読み込み 

別プログラム等で作成されたボーリング柱状図上の境界区分データを読み込み・登録することがで

きます。境界区分データを読み込ませるためには、境界区分データを下記に示すフォーマットに整形す

る必要があります。サンプルフォーマットとしてインストールデータのサンプルフォーマットフォルダ内に

「境界区分読み込み用データ_サンプルフォーマット.csv」があるので、データ作成の参考にしてください。 

 

【フォーマット】  csv 形式で入力します。 

1行目   ： 層序数, 境界名 1, …境界名 n, 境界名 1の境界タイプ, ・・・境界名 nの境界タイプ 

2行目以降： ファイル名,境界名 1の標高, 境界名 nの標高, 境界名 1の境界タイプ, ・・・境界名 nの境界タイプ 

 

1行目の説明 

項目名 説明 入力例(*) 

層序数 境界区分名称の数を入力する。 2 

境界名 1 

～境界名 n 

境界区分名称を入力する。境界区分名称の数だけ列に

入力する 

A,B 

境界名 1の境界タイプ 

～境界名ｎの境界タイプ 

境界区分名の標高値の境界タイプを入力する列名を入力

する。境界名＋「の境界タイプ」と入力する。境界タイプの

列は境界名の列数分必ず必要。 

Aの境界タイプ, 

Bの境界タイプ 

*読み込む境界区分名が「A」と「B」の場合の入力例 

 

2行目以降の説明 

2行目以降には、ファイル名とそのファイルに対する境界区分標高および境界タイプを入力します。1

行が 1つのボーリングに対する境界区分データとなります。 

項目名 説明 

ファイル名 ボーリングファイル名を入力する。ファイル名は作業フォルダにあるファイ

ル名と一致する必要があります。作業フォルダにないファイル名を指定し

た場合はその行は読み込まれません。 

境界名 1の標高 

～境界名 nの標高 

各境界標高列に該当する標高を入力します。境界標高がない場合は空

白にします。 

境界名 1の境界タイプ 

～境界名ｎの境界タイプ 

各境界標高の境界タイプを数値で入力します。境界標高がない場合は空

白にします。 

入力する境界タイプは以下の通りです。 

0： 通常の境界区分データ 

1： 以浅データ 

-1： 以深データ 
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境界区分データファイルの用意ができたら、メニューの「ファイル」－「境界区分データの読み込み」

を選択します。ファイル選択画面に移るので、用意したファイルを選択します。登録されていない境界

区分名がファイルに記入されている場合は、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

データに誤りがある場合は「いいえ」を選択して、ファイルを確認してください。「はい」を選択すると処

理が続行されます。次に、上書きの確認を行います。登録しようとする境界区分データが既に該当す

るボーリングデータに登録されている場合に上書きするかどうかを設定します。上書きする場合は、

「はい」、しない場合は「いいえ」、キャンセルする場合は「キャンセル」を選択します。 

 

 

 

「キャンセル」以外を選択した場合、境界区分データが読込まれます。問題なく境界区分データが読

み込まれた場合は、「登録が完了しました」というメッセージが表示されます。ファイル名が一致せずに

登録できなかったファイルがある場合は下記のようなエラーログが表示されます。 
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5.10 地質時代区分／地層岩体区分データの読み込み 

産業技術総合研究所が提供している「ボーリングデータ XML変換システム」を利用して、ボーリン

グ交換用データ XML ファイル(ver.2.10／ver. 3.00)から csv ファイルに変換した地質時代区分デー

タおよび地層岩体区分データを境界区分データとして読み込むことができます。 

 

読み込み手順 

1) 地質時代区分もしくは地層岩体区分の CSV ファイルの作成 

「ボーリングデータ XML変換システム」を使用して、対象のボーリング XMLデータから境界区分

データとして読み込みたい項目(地質時代区分または地層岩体区分)の CSV ファイルを作成します

（変換方法はボーリングデータ XML変換システムを参照）。 

 

捕捉： 

地層岩体区分の場合、境界区分名として利用する名称は「地層岩体区分_地層岩体名」タグ内の名称になります。 

地質時代区分の場合、境界区分名として利用する名称は XMLファイルのバージョンにより取得方法が異なります。 

【ver. 2.10の場合】 

 地質時代_コードタグにある地質コードから地質時代名を変換して求める。求まらない場合は地質時代_時代名タグか

ら地質時代名を取得する。 

【ver. 3.00の場合】 

 地質時代_地質時代名タグにある名称を地質時代名として取得する。 

 

2) CSV ファイルの読み込み 

メニューの「ファイル」－「地質時代区分／地層岩体区分データの読み込み」を選択します。ファイル

選択画面に移るので、先ほど作成した CSV ファイルを選択します。登録されていない境界区分名（地

質時代名／地層岩体区分名）がファイルに記入されている場合は、下記のようなメッセージが表示さ

れます。 

 

 

データに誤りがある場合や境界区分名を登録したい場合は「いいえ」を選択して一旦終了させます。

「はい」を選択すると処理が続行されます。 

 

次に、上書きの確認を行います。登録しようとする境界区分データが既に該当するボーリングデータ

に登録されている場合に上書きするかどうかを設定します。上書きする場合は、「はい」、しない場合は

「いいえ」、キャンセルする場合は「キャンセル」を選択します。 
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「キャンセル」以外を選択した場合、境界区分データが読込まれます。問題なく境界区分データが読

み込まれた場合は、「登録が完了しました」というメッセージが表示されます。ファイル名が一致せずに

登録できなかったファイルがある場合は下記のようなエラーログが表示されます。 
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5.11 断面線の始点終点入れ替え機能 

作成した断面線の始点終点を入れ替えることができます。対象の断面線を表示し、メニューの「編

集」－「断面線の始点終点入れ替え」を選択します。確認画面が表示されるので、「OK」を選択すると

始点終点が入れ替わります。保存を行うと始点終点が入れ替わったデータが保存されます。 

 

変更前） 

 

 

入れ替え後) 

 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 75 

5.12 挟み層機能 

断面図上に挟み層の上面、下面を登録することができます。登録した挟み層データは書き出すこと

ができます。 

 

挟み層機能の注意点は以下の通りです。 

1) ボーリング柱状図上には登録できません。 

2) 断面図上に登録した挟み層データはその断面図上でのみ有効です。従って、断面図が他の断面

図との交差しても、境界区分点データのように共有境界点データを作成しません。 

 

5.12.1 挟み層の設定 

挟み層の設定を行うには、メニューの「ツール」－「挟み層区分」を選択します。「挟み層」画面が表示

されます。 

 

 

ボタンをクリックすると、「挟み層名の新規登録」画面が表示されます。新規追加する挟み層名と

それに対応する色を設定します。色は色の矩形部分を左クリックすると変更できます。なお、既に登

録されている名称や「,」が入った文字列は使用できませんので注意してください。入力が完了したら、

「OK」を選択します。 
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下図のように挟み層名が登録されます。色や名称を変更する場合には、色のついた部分を右クリッ

クすると編集画面が表示されます。挟み層を複数登録した場合、挟み層を選択した状態で画面左下

の上下矢印ボタンをクリックすると挟み層の行を上下に動かすことができます(表示順を変更しても

その他の動作には影響ありません)。 

 

 

挟み層を削除する場合は、削除する挟み層を選択状態にしてから ボタンをクリックします。確認

画面が表示されるので、よければ「はい」を選択します。 

 

5.12.2 挟み層データの登録・編集・削除 

挟み層を設定したら、挟み層のデータを断面図上に登録します。まず、「挟み層」画面でデータを登

録する挟み層名を下図のように選択状態にします。 
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挟み層の上面を入力する場合は、メイン画面の挟み層上面入力ボタン(①)、下面を入力する場合は

挟み層下面入力ボタン(②)を選択状態にします。 

 ① ② 

 

 

断面図上を左クリックすると、断面図上に挟み層の上面と下面の標高データが入力されます。上面

は マーク、下面は マークで表示されます。 

 

 

挟み層データの編集 

を選択した状態で、右クリックを選択して表示されるポップアップから「標高の編集」を選択すると、

標高値を変更できる画面が表示されます。 

 

挟み層データの削除 

挟み層データを削除したい場合、 を選択してから、削除したい点を左クリックします。また、 を

選択した状態で、ctrl キーを押しながら削除したいデータを右クリックしても削除は可能です。 
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5.12.3 挟み層データの表示／非表示 

挟み層データの表示／非表示は、各挟み層名の左にあるチェックボックスで切り替えます。なお、表

示／非表示の設定は自動的に保存されます。 

 

 

 

5.12.4 挟み層データの書き出し 

登録した挟み層データを出力することができます。メニューの「ファイル」－「挟み層データの書き出

し」を選択します。保存先フォルダを選択する画面が表示されるのでフォルダパスを選択します。 

 

ファイルは CSV 形式で出力され、挟み層毎にファイルが作成されます。フォーマットは以下の通り。 

項目 内容 

タイプ 挟み層データのタイプ。「上面」か「下面」が表示される。 

標高 挟み層データの標高を表示する。 

経度(*) 挟み層データの経度 

緯度(*) 挟み層データの緯度 

X 座標 UTM(*) 挟み層データの X 座標UTM 

Y 座標 UTM(*) 挟み層データの Y 座標UTM 

断面線名 挟み層データを登録した断面線名が表示される。 

距離 断面線上の始点からの距離(m)を表示する。 

 

＊ 緯度経度およびUTM座標は、出力オプションで指定された座標系が出力されます。 
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5.13 ナビゲータ機能 

「ツール」－「ナビゲータ」を選択するとナビゲータ画面が表示されます。ナビゲータ画面では断面図の

表示位置の確認・移動および拡大・縮小を行えます。 

 

* ナビゲータ画面には境界区分点、境界区分線、共有境界点および検索結果マークは表示されません。 

 

赤枠はメイン画面上で表示されている断面図の範囲を示します。移動したい場所をマウスでクリックす

るとその地点が中心となるようにメイン画面の断面図およびナビゲータ画面の赤枠が移動します。また、

左下の＋、－ボタンで拡大縮小が行えます。 
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6 各種データ読み込み・表示機能 

本システムでは、様々なデータを読み込み、断面図上に表示する機能があります。読み込めるデータ

は、「画像データ」や「標高データ」、「サーフェスモデル」、「XYZV 変数モデルデータ」です。 

 

6.1 断面図の背景画像の読み込み 

画像データ（jpeg, bmp形式）を読込んで、断面図の背景画像として表示することができます。既存

の断面図画像などがあれば、それを背景画像として表示し、境界区分の参考として利用することがで

きます。上下の標高値と両端の緯度経度または断面線上での距離がわかる画像データを用意します。

緯度経度で指定する場合は、その画像が断面線上に位置するものかどうか確認して入力します。メニ

ューの「編集」－「背景図の読み込み」を選択します。 

 

「背景画像設定」画面が表示されるので各項目を入力して「OK」を選択します。 

 

 

※ 屈曲点を含む断面線の場合、緯度経度入力欄は使用できません。 

 

 

 

 

 

 

①画像ファイルの選択 

②画像の上下の標高範囲を

入力する。 

③画像の範囲によりチェッ

クボックスを選択し値を入

力します。「画像範囲は投

影線と同じ」を選択すると

画像ファイルの範囲は、投

影線の幅と同じになりま

す。 
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背景画像が取り込まれると、次のような表示になります。 

 

 

画像が読込まれると、ツールバーの ボタンが選択状態になります。非表示にしたい場合はこの

ボタンをクリックして非選択状態にします。登録した画像を削除する場合は、メニューの「編集」－「背景

図の削除」を選択します。 
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6.2 数値地図から標高データを読み込む 

数値地図 50m メッシュ(標高)、数値地図 5m メッシュ(標高)、基盤地図情報の標高データ(5m メッ

シュと 10m メッシュ)から標高データを読み込んで、断面図上に標高データを表示することができます。

以下方法を示します。 

 

6.2.1 数値地図 50m メッシュ(標高) 

 

手順 1） 

標高断面データを取得したいエリアのデータが入った数値地図 50m メッシュ(標高)の CD-Rをパソコ

ンの CD ドライブに挿入します。 

 

手順 2） 

 標高断面データを取得したい断面線を選択し、メニューの「編集」－「標高データの読み込み」－

「50mDEM」を選択します。 

 

 

 

手順 3） 

 フォルダを選択する画面が表示されるので、挿入した CD ドライブ内の「DATA」フォルダを選択して、

「決定」ボタンを選択します。データが読み込まれ、標高線が表示されます。 
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6.2.2 数値地図 5m メッシュ(標高) 

 

手順 1） 

標高断面データを取得したいエリアのデータが入った数値地図 5m メッシュ(標高)の CD-Rをパソコン

の CD ドライブに挿入します。 

 

手順 2） 

 標高断面データを取得したい断面線を選択し、メニューの「編集」－「標高データの読み込み」－

「5mDEM」を選択します。 

 

 

手順 3） 

 フォルダを選択する画面が表示されるので、挿入した CD ドライブ内の「DATA」フォルダを選択して、

「決定」ボタンを選択します。 

 

 

手順 4） 

 次に作業領域の平面直交座標系を選択して、「OK」ボタンを選択します。データが読み込まれ、標高

線が表示されます。 

 

※ 5m メッシュの場合はデータの取得に時間が掛かる場合があります。 
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6.2.3 基盤地図情報の標高データ(5m メッシュと 10m メッシュ) 

基盤地図情報の標高データを利用するには、別途「基盤地図情報標高利用ツール」を利用して基盤

地図情報標高データを変換、集積しておく必要があります。 

 

手順 1) 

「基盤地図情報標高利用ツール」に必要な領域の 10m メッシュまたは 5m メッシュを登録します。

登録したら「基盤地図情報標高利用ツール」の保存先であるフォルダパスをメモします。 

 

手順 2) 

標高断面データを取得したい断面線を選択し、メニューの「編集」－「標高データの読み込み」－

「10mDEM(基盤地図情報)」または「5mDEM(基盤地図情報)」を選択します。 

 

手順 3) 

フォルダを選択する画面が表示されるので、「基盤地図情報標高利用ツール」の保存先フォルダパ

スを選択します。ただし、10m メッシュの場合はそのフォルダの「dem10」フォルダ、5m メッシュの場合

はそのフォルダの「dem5」フォルダまで選択する必要があります。選択が完了したら挿入したら「決定」

ボタンを選択します。データが読み込まれ、標高線が表示されます。 
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標高値を読み込むと、下図のように表示されます。 

 

 

標高が読込まれると、ツールバーの ボタンが選択状態になります。非表示にしたい場合はこの

ボタンをクリックして非選択状態にします。登録した標高データを削除する場合は、メニューの「編集」

－「標高データの削除」を選択します。 
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6.3 サーフェスモデルの読み込み 

サーフェスモデル(DEM)を読み込み、断面線との交点標高データを計算し、断面図上に標高データ

を表示することができます。サーフェスモデルのファイル形式の詳細については、11.1を参照してくだ

さい。また、サンプルフォーマットとしてインストールデータのサンプルフォーマットフォルダ内に「サーフ

ェスモデル_サンプルフォーマット.csv」があるので、データ作成の参考にしてください。 

 

【 ファイルの読み込み方法 】  

 「編集」メニューの「サーフェスモデルの読み込み」を選択します。ファイル選択画面が表示されるの

で、サーフェスモデル形式の CSV ファイルを選択します。しばらくすると、サーフェスモデルが読み込

まれ、断面図に以下のように表示されます。なお、サーフェスモデルは複数登録することが可能です。 
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【 サーフェスモデルの表示 】 

 登録したサーフェスモデルの表示・非表示の切り替えを行いたい場合は、「表示」メニューの「サーフ

ェスモデルの表示選択」を選択します。以下のような画面が表示されるので、表示したいサーフェス名

にチェックをして、表示したくないサーフェス名のチェックは外して下さい。設定が完了したら「OK」ボタ

ンを選択します。 

 

 

【 サーフェスモデルの削除 】 

登録したサーフェスモデルを削除する場合は、「編集」メニューの「サーフェスモデルの削除」を選択

します。以下のような画面が表示されるので、削除したいサーフェス名の横のチェックボックスにチェッ

クを入れて、「OK」ボタンを選択します。 
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6.4 XYZV 変数モデルの読み込み 

XYZV 変数モデルデータ（経度・緯度・標高に任意データ V が存在するデータ）を読み込み、そのモ

デルデータと断面線との交差線を断面図上に表示することができます。 

XYZV 変数モデルには①Vを物理値として使用する形式（XYZ-Valueモデル）と②V を岩相のよう

にあるグループの凡例値として使用する形式（XYZ-Code モデル）の 2種類があり、用途によって使

い分けることができます。ファイル形式の詳細については、11-2,11-3を参照してください。 

また、サンプルフォーマットとしてインストールデータのサンプルフォーマットフォルダ内にサンプルが

あるのでデータ作成の参考にしてください。XYZ-Valueモデルについては「XYZV 変数モデル(数値)_

サンプルフォーマット.csv」、XYZ-Codeモデルについては「XYZV 変数モデル(コード)_サンプルフォー

マット.csv」を参考にしてください。 

 

【 ファイルの読み込み方法 】 

 「編集」メニューの「XYZV変数の読み込み」を選択します。ファイル選択画面が表示されるので、

XYZV 変数モデル形式（XYZ-Value, XYZ-Codeどちらでも可）に作成したファイルを選択します。し

ばらくすると、XYZV 変数モデルが読み込まれ、断面図に以下のように表示されます。なお、XYZV 変

数モデルは複数登録することが可能です。 

 

例 1) XYZ-Valueモデルの読み込み 
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凡例色は任意に変更できます。「断面凡例」画面の変更したい色を右クリックすると以下のようなポ

ップアップが表示されるので、その範囲のみ色を変更したい場合は、「○～○の色変更」（下図の場合

40～50の色変更）を選択して色を変更してください。「自動色区分作成」を選択すると、色区分全体を

一括で変更することができます。 

 

 

 

「自動色区分作成」を選択すると「色区分の自動作成」画面が表示されます。ここで、色区分の最大

値・最小値・増分・区分色の設定を行います。 最大値、最小値、増分は下記のデータ最大値、データ

最小値を参考に設定してください。区分色については、青→緑色→赤のグラデーションまたは、最大 N

値・最小 N値の色を任意に設定する 2パターンがあります。設定が終わったら、「OK」を選択します。 
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例) XYZ-Codeモデルの読み込み 

 

 

凡例色は任意に変更することができます。変更したい凡例色を右クリックすると、色変更ダイアログ

が表示されるので色を変更します。 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

凡例色の変更 
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【 XYZV 変数モデルの表示 】 

 登録したサーフェスモデルの表示・非表示の切り替えを行いたい場合は、「表示」メニューの「XYZV

変数モデルの表示選択」のサブメニューに XYZV 変数モデル名が表示されるので、表示したい

XYZV 変数モデル名にチェックをして下さい。表示したくない場合は、「非表示」を選択します。 

 

 

 

 

【 XYZV 変数モデルの削除 】 

 登録した XYZ変数モデルを削除する場合は、メニューの「編集」－「XYZ 変数モデルの削除」を選

択します。以下のような画面が表示されるので、削除したいサーフェス名の横のチェックボックスにチェ

ックを入れて、「OK」ボタンを選択します。 
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6.4.1 凡例オプション 

XYZ-Valueモデルと XYZ-Codeモデルの凡例表示画面には以下のメニューがあります。 

 

 

 

【出力メニュー】 

凡例図をメタファイルとして出力できます。 

 

【編集メニュー】 

編集メニューを選択するとそれぞれ以下のメニューが表示されます。 

  

 a) XYZ-Valueモデルの凡例              b) XYZ-Code モデルの凡例 

     

 

それぞれのメニューを選択すると現在表示中の凡例設定を別断面の同名モデルの設定に反映させる

ことができます。例えば、モデル名称「N値」のモデルを読み込んだ A 断面と B 断面があり、A 断面で

その凡例設定を変更した場合、このメニューを利用すると B 断面の「N値」モデルの凡例を A 断面で

設定した凡例設定に変更できます。 
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7 ボーリング位置図表示 

現在作業中のフォルダ内にあるボーリング柱状図の分布を表示することができます。画面には 2種

類あり、断面線を新規追加する「断面線新規登録」画面（3.4 参照）と断面線とボーリング柱状図の分布

状況を確認する「ボーリング位置図」画面があります。「ボーリング位置図」画面を表示するには「ツー

ル」－「ボーリング位置図」を選択します。 

 

  画面を表示すると、ボーリング位置と既に登録されている断面線の位置情報が表示されます。ボーリ

ング柱状図は通常●マークで表示されますが、断面図画面で境界区分が 1つでもされているボーリン

グ柱状図は十字マーク（ ）で表示されます。登録されている断面線は断面線と範囲、名前で表示され、

現在メイン画面で表示中の断面線は赤で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、両画面の特徴および違いは以下の通りです。 

 

【断面線新規登録】 

・ 断面線の新規追加機能。 

・ 画面表示中は別の画面を操作できない。 

   

  【ボーリング位置図】 

・ 画面表示中に別の画面を操作可能。 

・ 断面線の切り替え機能 

・ 断面図表示画面(メイン画面)で選択中のボーリング柱状図の位置を表示する機能 

断面線新規登録 

ボーリング位置図 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 94 

ツールボタン説明 

ツールボタン 内容 

 
左から「拡大」・「縮小」・「自動サイズ」で表示の縮尺を変更する事ができます。 

「自動サイズ」では、表示画面一杯になるように自動で縮尺が変更されます。 

     地図移動モードに切り替えます。地図上をドラッグするとことで地図を移動させること

ができます。 

 ボーリング選択モードに切り替えます。選択状態で下記の操作が行えます。 

【ボーリング地点をダブルクリック】 

BOR／XML ファイルを任意のアプリケーションで表示するように設定している場合

はそのアプリケーションで開くことができる。 

 

【断面線範囲内を右クリック】 ※ ボーリング位置図のみ有効 

断面線切り替えのポップアップが表示されます。 

  
断面線のマウス入力を行うモードに切り替えます。 ※ 断面線新規登録のみ有効 

 
印刷範囲を設定するモードに切り替えます。 

 
印刷範囲をクリアします。 

  背景地図の表示・非表示を切り替えます。 

地図の登録についての詳細は、7.4を参照。 

 
断面線の表示・非表示を切り替えます。 

 メイン画面で編集されたボーリング柱状図情報や表示断面線データを再取得し、表

示に反映させます。 ※ ボーリング位置図のみ有効 

 ボーリング検索機能を表示します。選択すると、画面の左にボーリング検索パネルが

表示される。詳細は、7.8参照。 

 

断面線新規登録欄の説明 ※ 断面線新規登録画面の右に位置する 

項目 内容 

断面線名 登録する断面線の名前を入力します。 

断面線からの範囲 断面線を中心として、断面図に投影する範囲を m単位で入力します。 
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ボーリング非表示設定

のコピー 

既存の断面線に登録されているボーリングの非表示設定を新規に作成する断

面線内のボーリングにも反映させたいときにチェックをつけます。チェックをつけ

たら、下のリストからコピー元の断面線を選択します。 

断面線座標 断面線座標の表示および入力ができます。入力方法については 3.4を参照。 

断面線の新規登録 上記の設定で断面線を新規登録します。 

次章から基本的な機能について説明していきます。断面線の新規追加については 3.4 を参照。 
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7.1 ボーリング地点表示区分機能 

ボーリング柱状図の分布マークはデフォルトでは青色で表示されますが、様々な条件を設定してマ

ークの色を変更できます。メニューの「表示」－「ボーリング表示区分設定」を選択すると、ボーリング地

点表示区分画面が表示されます。* ボーリング検索機能(7.7)を利用中の場合、この機能は利用できません。有

効にするにはボーリング検索機能をOFFにしてください。 

 

ボーリング地点表示区分画面では、最大 10個までの表示区分を設定できます。各表示区分の条

件として「ファイル名」、「通し番号」、「掘進長」、「掘進長」、「孔口標高」、「発注機関名称」、「地層境界

標高」、「土質・記事」を設定することができます。領域①には区分設定番号、区分色、区分を利用する

かどうかのチェックボックスがあります。設定した区分を利用する場合はこのチェックボックスにチェック

を入れます。区分名は固定で変更できません。領域②には各区分設定に設定している有効な条件が

表示されます。区分色、条件は後述の編集画面で変更できます。 

 

① 

② 

 

7.1.1 区分設定の条件編集（ボーリング位置シンボルの区分） 

編集したい区分設定行を選択して「編集」ボタンをクリックし、「表示区分編集」画面を表示します。 
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条件に加えたい項目にチェックを入れ、以下の表に従い各条件を入力します。 

項目名 説明 

表示区分色 表示する色を設定します。色が塗られている領域をクリックすると、色ダ

イアログが表示されます。 

ファイル名 ボーリングファイル名の検索条件文字列を入力します。 

通し番号 ボーリングデータの通し番号の範囲を入力します。 

掘進長 ボーリングデータの掘進長範囲を m単位で入力します。 

孔口標高 ボーリングデータの孔口標高範囲を m単位で入力します。 

発注機関名称 ボーリングデータの発注機関名を文字列で入力します。 

地層境界標高 対象の地層境界名とその標高範囲を入力します。左のリストボックスか

ら地層境界名を選択します。 

土質・記事検索 検索対象を「観察記事」、「土質名」、「土質名、観察記事」から選択し、

検索文字列を入力します。また、検索対象境界区分を設定するとその境

界区分範囲にある「観察記事」、「土質名」のみが検索対象となります。

一致判定の詳細は 7.1.2 を参照。 

＊ チェックを入れた項目の AND検索になります。 

＊ 範囲の検索は最小値以上、最大値以下で検索します。 

＊ 土質・記事検索は、標高は関係なくボーリング柱状図内に指定した検索対象に検索文字列が含まれるかどうか（部

分一致）をチェックします。 

 

設定が完了したら「OK」を選択します。以下は区分設定 1にすべての検索設定を指定した例です。使

用する区分設定にチェックを入れるのを忘れないでください。「すべてチェック」「すべて未チェック」でチ

ェック状態を一度に変更できます。 

 

【 注意事項 】 

あるボーリングが複数の区分設定に該当する場合は、上位（区分設定１～区分設定１0の順）を優先

して表示されます。 

 

設定が完了したら「OK」ボタンで設定を完了させます。 
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設定例 

 

 

表示例 

 

＊ ボーリング地点表示区分を利用すると、ボーリング位置図を開く際または、ボーリング表示区分を設定した際に初回

のみボーリングデータの読み込みを行います。ボーリングデータの数によっては時間がかかる場合がありますのでご了

承ください。 
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7.1.2 観察記事・土質名称検索ルーチンの説明 

ボーリング地点表示区分設定で観察記事・土質名を検索項目として利用する場合、処理が複雑になる

ので補足で説明します。条件により一致判定及び出力時の出力内容が以下のように異なります。なお、

図の斜線部は観察記事範囲、縦線部は土質区分を意味しています。 

 

【条件：観察記事、境界区分設定なし】 

ボーリング柱状図内に検索キーワードが部分一致する観察記事があればそのボーリングは該当する

と判断する。出力時の上端下端標高は部分一致する観察記事の範囲(Y1, Y2)になる（*1）。また、該

当する観察記事が複数ある場合はその数だけ出力される。 

 

 

【条件：観察記事、境界区分設定あり】 

ボーリング柱状図内に検索キーワードが部分一致する観察記事があり、その範囲が指定した境界区

分 A の範囲内の場合、そのボーリングは該当すると判断する。出力時の上端下端標高は部分一致す

る観察記事の範囲と指定した境界区分 A の範囲が重複した範囲(Y1, Y2)になる（*1）。また、該当す

る観察記事が複数ある場合はその数だけ出力される。 

 

 

【条件：土質名、境界区分設定なし】 

ボーリング柱状図内に検索キーワードが部分一致する土質名があればそのボーリングは該当すると

判断する。出力時の上端下端標高は部分一致する土質の範囲(Y1, Y2)になる。また、出力時はその

土質名称も出力する。なお、該当する土質が複数ある場合はその数だけ出力される。 

 

 

【条件：土質名、境界区分設定あり】 

ボーリング柱状図内に検索キーワードが部分一致する土質名があり、その範囲が指定した境界区分

A の範囲内の場合、そのボーリングは該当すると判断する。出力時の上端下端標高は部分一致する
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土質の範囲と指定した境界区分 A の範囲が重複した範囲(Y1, Y2)になる。また、出力時はその土質

名称も出力する。なお、該当する土質が複数ある場合はその数だけ出力される。 

 

 

【条件：観察記事・土質名、境界区分設定なし】(*2) 

ボーリング柱状図内に検索キーワードが部分一致する土質名がある場合(a)、または部分一致する観

察記事がある場合(b)、そのボーリングは該当すると判断する。出力時の上端下端標高は土質区分

(観察記事が部分一致する場合はそれを含む土質区分(b))の範囲(Y1, Y2)になる。また、土質名が部

分一致する場合は土質名称も出力する。なお、該当する土質が複数ある場合はその数だけ出力され

る。ただし、土質区分範囲内に部分一致する観察記事が複数ある場合は出力は一個のみとする。 

 

 

【条件：観察記事・土質名、境界区分設定あり】(*2) 

ボーリング柱状図内に検索キーワードが部分一致する土質名があり、指定した境界区分 A と重複す

る場合(a)、または部分一致する観察記事があり、それを含む土質区分と指定した境界区分 A が重複

する場合(b)、そのボーリングは該当すると判断する。出力時の上端下端標高は土質区分(観察記事

が部分一致する場合はそれを含む土質区分(b))と境界区分 A の重複範囲(Y1, Y2)になる。また、土

質名が部分一致する場合は土質名称も出力する。なお、該当する土質が複数ある場合はその数だけ

出力される。ただし、土質区分範囲内に部分一致する観察記事が複数ある場合は出力は一個のみと

する。 

 

 

*1観察記事の標高値がピンポイントの場合は上端・下端標高は同じ値になる。 

*2 通常、観察記事範囲と土質区分範囲は同じことが多く、土質名と観察記事を別々に判定すると同じ上端下端が複

数回検出される恐れがある。そのため、観察記事・土質名では土質区分を主として検索を行い、出力する上端下端

が重複しないようにしている。 
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7.1.3 ボーリング地点表示区分結果の書き出し 

ボーリング地点表示区分の結果をファイルに書き出すことができます。メニューの「ファイル」－「ボー

リング地点表示区分結果の書き出し」を選択します。フォルダを選択する画面が表示されるので、フ

ォルダを選択します。 

選択されたフォルダに下記の CSV フォーマットのファイルが作成されます。ファイルは区分設定ごと

に作成され、名称は区分設定名 + 「.csv」になります(*1)。 

*1 選択されたフォルダ内に同名の csvファイルがあった場合は上書きされます。 

 

ファイルフォーマット 

先頭行から「ファイル名, 緯度, ・・・」の一個前の行までがヘッダー行です。検索時の条件が出力さ

れます。 「ファイル名, 緯度, ・・・」行以降が検索結果に一致したボーリングデータのリストになりま

す。ボーリングの情報としてファイル名、緯度、経度、発注機関名称、孔口標高、総掘進長、境界区

分(n)、断面図名 n、観察記事・土質名検索の結果 nが出力されます。 

* nがついている項目は該当する数だけ存在することを示します。 

* 境界区分には標高が出力されます。 

* 断面図名はそのボーリングを含む断面線名を意味します。 

 

また、観察記事・土質名検索の結果は検索対象によって以下のように変化します。 

a) 境界区分の指定がない場合 

検索対象 出力項目 

観察記事（*1） 観察記事 n_上端標高, 観察記事 n_下端標高 

土質名 土質名 n_上端標高, 土質名 n_下端標高, 土質名 n_土質名 

観察記事・土質名 観察記事・土質名 n_上端標高, 観察記事・土質名 n_下端標高, 土質名

n_土質名 

 

a) 境界区分の指定がある場合 

検索対象 出力項目 

観察記事（*1） 観察記事 n_上端標高(重複範囲), 観察記事 n_下端標高(重複範囲) 

土質名 土質名 n_上端標高(重複範囲), 土質名 n_下端標高(重複範囲), 土質名

n_土質名 

観察記事・土質名 観察記事・土質名 n_上端標高(重複範囲), 観察記事・土質名 n_下端標高

(重複範囲), 土質名 n_土質名 

* 重複範囲とは指定した境界区分範囲と土質範囲または観察記事範囲の重複した範囲を示す。 

* nがついている項目は該当する数だけ存在することを示します。 

* 7.1.2に一致判定や出力値に関する詳細を説明しています。 

*1土質はないので上下標高のみ。また、観察記事の標高がピンポイントの場合は上下同じ値。 
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7.2 表示設定 

メニューの「表示」－「表示設定」を選択します。ここでは、ボーリング表示マークの大きさと断面線名

の大きさを設定することができます。断面線名を表示したくない場合は、断面線名の表示設定のチェッ

クを外します。設定が終了したら「OK」を選択します。 
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7.3 ラベル表示機能 

ボーリング柱状図マークの横に柱状図に関するラベルを表示することができます。メニューの「表

示」－「ラベル表示設定」以下のサブメニューから表示したいラベル種類を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 ラベル表示できる項目は以下の通り。 

・ ボーリング名 

・ 通し番号 

・ ファイル名 

・ 孔口標高 

・ 総掘進長 

・ 地層境界標高（サブメニューから境界区分名を選択します） 

 

例） ファイル名ラベル 

 

ステータスバーの右には現在表示中のラベル情報が表示される。 
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7.4 地図画像の登録・表示・削除 

 背景に地図画像を表示することができます。以下に画像データの登録方法を記載します。登録した

地図画像は、ツールバーの ボタンにより表示・非表示を切り替えることができます。 

 

7.4.1 任意地図画像データの登録方法 

任意の地図画像ファイル(bmp・jpeg 形式)に範囲を指定して登録することができます。メニューの

「地図」－「地図画像の追加」－「任意地図画像の読み込み」を選択します。「任意地図画像の追加」

画面が表示されるので、「参照」ボタンより追加したいファイル(bmp/jpeg 形式)を選択し、その地図

画像の左下と右上の緯度経度座標を世界測地系の 10進数表記で入力してください。入力が完了し

たら、「OK」ボタンを選択します。読み込みが開始されます。 

 

 

7.4.2 数値地図 25000・50000・200000 からの読み込み 

 数値地図 25000、50000および 200000から地図画像を読み込み登録することができます。メニ

ューの「地図」－「地図画像の追加」－「数値地図から読み込み」を選択します。 

「数値地図から読み込み」画面が表示されます。 
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「参照」ボタンを選択して、数値地図 25000、50000および 200000の DATA フォルダを選択しま

す。例えば、数値地図 25000の CDが d ドライブに入っている場合は、「d:¥DATA」を選択します。

正しく DATA フォルダを選択しないと正常に動作しませんので注意してください。選択が完了したら、

「決定」を選択します。 

 

地図画像データが地図タブ、リストタブに表示されます。どちらかのタブを選択し、読み込む地図を

選択します。地図タブの場合、地名が地図の並びで表示されます。左クリック&ドラッグで範囲選択

が可能です。リストタブの場合、メッシュ番号+地名がリスト表示されます。複数選択をしたい場合は

ctrl キーを押しながら選択します。次に、読み込み時の画像サイズを選択します。この値を変更する

と、画像保存時にサイズを変更できます。それほど詳細な画質が必要ない場合は、画像サイズを小

さくします。「読み込み」ボタンを選択すると読み込みが開始されます。複数選択した場合は読み込

みに多少時間が掛かる場合があります。 

 

    

 地図タブ                          リストタブ 

 

※ 設定が正常に取得できない場合、地図タブが利用できない場合があります。その場合、リストタブ

をご利用ください。 

 

※ 本システムの ver. 2.1から 2.5万および 20万の新図郭地勢図の分図に対応しています。 
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表示例) 

 

※ 画像の枚数の増加や画像サイズの大きさにより、表示するパフォーマンスが落ちます。 

 

【 拡大縮小時の表示画質について 】 

メニューの「地図」－「拡大縮小時の表示画質」で、背景画像を表示する際の画質を高画質／低画

質を選択することができます。高画質はきれいに拡大・縮小されますが、描画パフォーマンスは落ちま

す。低画質は拡大・縮小時の画質は悪いですが、高画質に比べ描画パフォーマンスは優れています。

状況により変更しながらご利用ください。 
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7.4.3 地図画像の表示設定 

登録した地図画像を表示・非表示を設定することができます。メニューの「地図」－「地図画像の表示

設定」で表示される地図表示選択画面上で変更を行えます。表示したい地図にチェックをつけて

「OK」または「適用」を選択します。適用を選択すると画面を閉じることなく、変更結果を見ることがで

きます。 

 

 

7.4.4 地図画像の削除 

登録した画像を削除したい場合は、メニューの「地図」－「背景画像の削除」を選択すると、登録さ

れている画像のリストが表示されます。削除したい地図名をチェックして「OK」を選択します。 
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7.5 断面図表示の切り替え機能（ボーリング位置図のみ） 

ボーリング位置図上からメイン画面で表示する断面線を切り替えることができます。ツールボタン

を選択した状態で表示切り替えを行いたい断面線範囲内を右クリックします(下図)。ポップアップが

表示されるので選択すると、メイン画面の断面線が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.6 メイン画面で選択した柱状図を表示する機能（ボーリング位置図のみ） 

メイン画面の断面図上で選択した柱状図の地点に▼マークを表示することができます。ボーリング位

置図を表示した状態で、メイン画面の断面図に表示されている柱状図にマウスカーソルを合わせると

選択された柱状図の上に▼マークが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①マウスカーソルを柱状図に重ねる 

②該当する柱状図の上に▼マークが表示される。 
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7.7 ボーリング検索機能 

ボーリング名、ファイル名、孔口標高、総掘進長の条件に当てはまるボーリングを検索することがで

きます。ツールバーの ボタンを選択します。画面の左に検索パネルが表示され、検索モードになり

ます。ボタンをもう一度選択すると検索パネルは解除されます。検索モードでは、ファイル名表示区分

機能での設定は無効となり、ボーリングデータはすべて青で表示され、検索が一致したデータは赤で

表示されます。 

 

 

 

検索したい項目にチェックを入れます。ボーリング名とファイル名の場合は文字列、孔口標高及び総

掘進長の場合は範囲を入力します。検索ボタンを選択すると検索が行われ、検索結果数と該当リスト

が下の欄に表示され、地図上では該当ボーリングが赤で表示されます。該当リストのファイル名を選

択すると、そのボーリングデータが地図の真ん中に来るように地図が自動で移動します。 

 

クリアボタンを選択すると、検索結果および検索条件がリセットされます。なお、ボーリング名及びフ

ァイル名の検索文字列は最新 5つまで保存されます。 
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7.8 断面図上でのマウスカーソル位置表示機能(ボーリング位置図のみ) 

メイン画面の断面図上でマウスカーソル位置をボーリング位置図上に▲マークを表示することができ

ます。まず、ボーリング位置図を表示します。次にメイン画面の断面図上でマウスカーソルを動かすと、

位置図の該当箇所に▲マークが表示されます。 
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7.9 断面線表示設定 

ボーリング位置図に表示する断面図を選択することができます。「表示」－「断面線表示設定」を選択し、

断面線表示設定画面を開きます。 

 

 

 

断面線表示設定は以下の 3つのモードから選択します。 

1) 登録されている全断面線を表示 

  登録されている全ての断面線を表示します。デフォルトはこの設定です。 

 

2) 表示中の断面線のみ表示 

  メイン画面で表示中の断面線のみ表示します。 

 

3) 以下の選択した断面線のみ表示 

  下の断面線名のリストからチェックされた断面線名のみ表示されます。リストを全てチェックしたり全

て未チェックにしたりする場合は、「全てチェック」「すべて未チェック」ボタンを利用します。 

 

設定が完了したら「OK」を選択します。 
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7.10 ボーリング位置図の印刷 

「ファイル」－「印刷」からボーリング位置図を印刷できます。印刷設定は「ファイル」－「印刷設定」から

変更します。 

 

印刷範囲は以下のように矩形選択範囲と表示範囲から選択します。 

 

1) 印刷範囲の矩形選択 

矩形選択することにより、指定領域のみ印刷することができます。印刷範囲の矩形選択はツールバー

の ボタンを選択してマウスのドラッグにより範囲を指定します。矩形選択を行うと下図のように青枠

で矩形表示されます。この状態で印刷すると、指定した用紙に一杯になるように印刷が行われます。

なお、矩形範囲を取り消したい場合は ボタンをクリックします。 

 

 

 

2) 表示範囲印刷 

印刷範囲の矩形選択を行わない場合、印刷する範囲はボーリング位置図に表示されている領域にな

ります。選択した用紙に一番大きく印刷されるように縦横比が自動で計算されます。例えば、ボーリン

グ位置図が横長の場合、印刷用紙は横にセットしたほうが大きく印刷されます。 
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7.11 ボーリング位置図のメタファイル出力 

メニューの「ファイル」－「メタファイルの出力」からメタファイルを出力することができます。 

* メタファイルを利用するアプリケーションによっては、うまく表示されない場合があります。予めご了承下さい。 

 

メタファイル出力範囲は以下のように矩形選択範囲と表示範囲から選択します。 

 

1) メタファイル出力範囲の矩形選択 

矩形選択することにより、指定領域のみメタファイル出力することができます。範囲の矩形選択はツー

ルバーの ボタンを選択してマウスのドラッグにより範囲を指定します。矩形選択を行うと下図のよう

に青枠で矩形表示されます。この状態でメタファイルの出力を行うと、指定領域のみのメタファイルが

作成されます。なお、矩形範囲を取り消したい場合は ボタンをクリックします。 

 

 

 

2) 表示範囲 

矩形選択を行わない場合、出力されるメタファイルの範囲はボーリング位置図に表示されている領域

になります。矩形選択を行わずにメタファイルの出力を行います。 

 

 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 114 

8 メイン画面のツールボタン 

メイン画面のツールバーの説明を以下に示します。 

ボタン 内容 

 
ボーリング柱状図データが保存されているフォルダを選択します。 

 
断面線を新規追加します。 

 
既に登録されている断面線を開きます。 

 
作業内容を保存します。 

 
画面表示を拡大します。 

 
画面表示を縮小します。 

 
現在の画面に合うように自動で倍率を変更する。 

 
印刷レイアウトを断面図上に表示する切り替えを行えます。 

 

選択状態にすると、キーボードとの連携でさまざまな操作を簡単に行えます。 

詳細は 5.4を参照。 

 
選択状態にすると、ボーリング柱状図の表示・非表示選択をマウスで行えます。 

 
選択状態にすると、断面図をドラッグして移動が可能。 

 

選択状態にすると、ボーリング柱状図の任意箇所を左クリックして境界区分を追加でき

ます。 

 
選択すると以深データ入力が行えます。 

 
選択すると以浅データ入力が行えます。 

 
選択すると挟み層の上面データ入力が行えます。 

 
選択すると挟み層の下面データ入力が行えます。 

 

選択状態にすると、登録されている境界区分を左クリックすることで削除することができ

ます。 
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各種設定を行う画面が表示されます。 

 
ボーリング柱状図上に N 値に関するデータを重ねて表示します。 

 
ボーリング柱状図上に土質区分に関するデータを重ねて表示します。 

 
ボーリング柱状図上にユーザー定義土質区分に関するデータを重ねて表示します。 

 
背景画像を設定している場合、背景に画像が表示される。 

 

50mDEM または 5mDEM のデータを読込んでいる場合に選択すると、標高線が断面

に表示される。 

 
サーフェスモデルの表示選択を行います。 

 
XYZV 変数モデルの表示選択を行います。 
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9 メイン画面のメニュー 

【 ファイルメニュー 】 

項目 内容 

フォルダ選択 作業フォルダを選択します。 

断面線の新規追加 断面線新規追加画面を表示します。 

複数断面線の新規追加 複数の断面図を一括で作成・追加します。 

断面線の選択 既存の断面線を選択し表示します。 

保存 編集内容を保存します。 

断面図作成設定 新規で断面図を作成する際の設定を行う画面を表示します。 

断面図表示の初期設定 新規断面図を表示する際のデフォルト設定を行う画面を表示します。 

既存の断面線に初期設定を適用 初期設定を既存の断面線に適用する。 

柱状図表示ビューアの選択 ボーリング柱状図を開くファイルを選択します。 

断面線上の境界データの書き出し 断面線上の境界データをファイルに書き出します。詳細は 3.7を参照。 

全境界データの書き出し 全断面線上の境界データをファイルに書き出します。詳細は 3.7を参照。 

ボーリングデータ上の境界データの書

き出し 

ボーリング柱状図上で区分されているデータを CSVファイルに書き出します。

詳細は 3.7を参照。 

BOR/XMLファイルへ 

境界データを付加して書き出し 

BOR／XMLファイルに境界データを付属したデータを別フォルダに書き出しま

す。詳細は 3.7を参照。 

断面線の緯度経度情報の書き出し 
断面線を設定した始点・終点・途中点の緯度経度を書き出します。詳細は 3.7を

参照。 

挟み層データの書き出し 挟み層データを書き出します。詳細は 5.12.4を参照。 

出力オプション 境界区分データ出力時の座標系を設定します。詳細は 3.7を参照。 

境界区分データの読み込み csv形式の境界区分データを読み込む 

地質時代区分／地層岩体区分データ

の読み込み 

ボーリングデータ XML変換システムで csv形式に変換された地質時代区分／

地層岩体区分データを境界区分データとして読み込む 

印刷設定 印刷設定を行います。 

印刷 印刷を行います。詳細は 3.8を参照。 

メタファイルの出力 メタファイル形式で出力できます。詳細は 3.7を参照。 

終了 アプリケーションを終了します。 
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【編集メニュー 】 

項目 内容 

各種設定 各種設定画面を表示します。詳細は 5.2を参照。 

用紙・グラフサイズ設定 用紙・グラフサイズ設定ダイアログを表示します。 

ユーザー定義土質区分の読み込み 
現在選択中の断面線で使用するユーザー定義土質区分ファイルを読み込んで

登録します。 

ユーザー定義土質区分の削除 設定中のユーザー定義土質区分を削除します。 

背景図の読み込み 
断面の背景に表示する画像( bmp/jpeg )を読み込みます。 

詳細は 6.1 を参照。 

背景図の削除 設定中の背景画像を削除します。 

標高データの読み込み 

DEMデータから断面線と交わる標高データを取得します。数値地図 50m メッシ

ュ、5m メッシュおよび基盤地図情報の標高データ(5m メッシュ、10m メッシュ)が

選択できます。詳細は6.2 を参照 

標高データの削除 読み込んだ標高データを削除します。 

サーフェスモデルの読み込み 
サーフェスモデルから断面線と交わる標高データを取得します。 

詳細は 6.3 を参照。 

サーフェスモデルの削除 読み込んだサーフェスモデルを削除します。 

XYZV変数モデルの読み込み XYZV変数モデルから断面線と交わる面を取得します。詳細は 6.4 を参照。 

XYZV変数モデルの削除 読み込んだ XYZV変数モデルを削除します。 

断面線の始点終点入れ替え 表示中の断面線の始点終点を入れ替えます。 

断面線の削除 現在表示中の断面線データを削除します。 
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【 表示メニュー 】 

項目 内容 

土質N値柱状図 
ボーリング柱状図を土質N値柱状図モードへ変更します。 

詳細は 4.2 を参照。 

ユーザー土質N値柱状図 
ボーリング柱状図をユーザー土質N値柱状図モードへ変更します。 

詳細は 4.3 を参照。 

N値柱状図 
ボーリング柱状図を N値柱状図モードへ変更します。 

詳細は 4.1 を参照。 

背景画像の表示 背景画像の表示・非表示を選択。 

標高線の表示 標高線の表示・非表示を選択。 

サーフェスモデルの表示 サーフェスモデルの表示・非表示を選択。 

ＸＹＺＶ変数モデルの表示選択 XYZV変数モデルの表示・非表示を選択。 

別断面境界データの表示選択 
現在登録されている断面線上に別の断面線の区分した境界データを表示する

ことができます。詳細は5.3 を参照。 
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【 ツールメニュー 】 

項目 内容 

境界区分 境界区分画面の表示・非表示を選択します。 

ボーリングデータ一覧 ボーリングデータ一覧の表示・非表示を選択します。 

ボーリング位置図 
現在登録されている断面線の情報と区分されているボーリングの位置

関係を確認できる画面を表示します。 

挟み層 挟み層画面の表示・非表示を選択します。 

ナビゲータ ナビゲータ画面の表示・非表示を選択します。 

 

【 バージョン情報メニュー 】 

アプリケーションのバージョン情報が表示されます。 
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10 作業フォルダ構成 

作業フォルダの構成は以下のようになります。 

ルートフォルダ：任意の作業フォルダパス 

projection      断面線データの格納フォルダ 

断面線名フォルダ**  断面線データが保存されるフォルダ。断面線名がフ

ォルダ名となる。 

usercode    ユーザー定義土質区分データ群 

*.csv 柱状図に表示するユーザー定義土質区分表示色

設定。名前は読み込みファイル名 

背景画像(bmp/jpeg)   断面図の背景に表示する画像ファイル 

BackImage.ini    背景画像ファイルの位置データ 

borderdata.csv    断面図上での境界区分データ 

color.csv     柱状図に表示するN値表示色設定 

crossdemdata.csv   標高データと断面線との交差データ 

dcolor.csv    柱状図に表示する土質区分表示色設定 

display.csv 断面図に表示しないボーリング名リスト。ヘッダー

に「//hidden data」がない場合は断面図に表示する

ボーリング名のリスト。 

graphsize.ini    表示サイズ設定 

rockfacedata.csv   挟み層データ 

setting.ini     断面線情報と表示設定 

surfacedata.csv    サーフェスデータと断面線との交差データ 

xyzcodedata.csv    xyzcodeデータと断面線との交差データ 

xyzvaluedata.csv    xyzvalueデータと断面線との交差データ 

savedata      作業フォルダで共通するデータの格納フォルダ 

boringdisp     ボーリング位置図で使用するデータ群 

image   ボーリング位置図で使用する地図データ群 

list.csv 地図画像の位置データ 

地図画像(bmp)** 地図画像ファイル 

bsetting.ini   ボーリング位置図の設定 

kubun.ini   ボーリング表示区分設定 

default     断面線作成時の初期設定データ郡 

surface   サーフェスデータファイルの保存先(複数) 

usercode   ユーザー定義土質区分ファイルの保存先(複数) 
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xyzv   xyzvalueデータファイルの保存先(複数) 

default.ini   新規断面図作成時の初期設定 

graph.ini   新規断面図の初期表示設定 

log   位置ファイルの更新履歴の保存フォルダ 

*.csv 位置ファイルを更新したログファイル(複数)。ファイ

ル名は更新日時。 

sys.ini   オプション・その他設定の保存先 

boringindex2.csv            ボーリング柱状図情報のインデックスファイル 

result_depth.csv   境界区分データと備考の保存先 

sharedata.csv     共通境界区分データの保存先 

nonUseBoring.csv   不使用ボーリングリストファイル 

Rockface.csv   挟み層の設定ファイル 

ボーリングデータ(bor/xml)** ボーリング柱状図データ群。ボーリング情報がイン

デックスとして boringindex.csv に作成される。 

 

※ **は複数ある可能性があるデータ。 

※ 上記の構成はデータが全てある場合です。使用状況によっては作成されないファイルもあります。 
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11 補足資料 

11.1 サーフェスモデル形式について 

システム内で読み込み可能なサーフェスモデルのファイル形式について説明します。ファイル形式

は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒字の箇所は固定です。青字が編集箇所で、太字の箇所は入力が必須です。データはカンマ区切

りで入力し、文字列の場合は、””で文字をくくります。 

 

捕捉説明 

１． “# “となっている行は、コメント行です。 

 

２． “#TITLE～”の行に、次の行に来る情報のタイトルが表記されています。ここからデータの記述

が始まります。次の行に、項目と対応するデータをカンマ区切りで表記します。この内、モデルタイ

プと地層・変数名は必須項目です。サーフェスモデルの場合は、モデルタイプは”xyz”を入力し、

地層・変数名にはサーフェスモデルの名称を入力します。 

 

# グリッドモデルのタイプ 

#  xyz:  サーフェスモデル 

#  xyzv: 変数モデル 

# 

# 測地系 

#  0: 旧測地系 

#  1: 新測地系 

#   

#TITLE モデルタイプ,地層・変数名,データ名称,組織名,作成日,書式バージョン,エンコード,インフォメーション 

"xyz","沖積層基底面","沖積層基底面モデル","産業技術総合研究所",2008-02-25," 1.0：2008/2/25版", 

"Shift-JIS","問合せ先：○○○ " ←ここは上の行と同じで 1行。 

#AREA 測地系、左下経度、左下緯度、右上経度、右上緯度 

1,138.876563,34.834375,138.885938,34.954375 

#END 

101,101 

139.75025,35.74325,10, 

139.75050,35.74325,12, 

139.75075,35.74325,11, 

・ 

・ 

・ 
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３． ”#AREA～”の行に、次の行に来る範囲情報を表記されています。次の行に、それらに対応する

データをカンマ区切りで表記します。測地系は、旧測地系の場合は 0,世界測地系の場合は 1を

記入。経度・緯度は 10進数表記で記入する。 

 

４． ”#END”の次の行からサーフェスデータを入力します。はじめの行に、サーフェスモデルの経度、

緯度方向の格子数を入力します。 

 

５． 格子数の次の行から”経度”、”緯度”、”標高”を 1行づつ入力していきます。入力する順番は以

下の順番で入力してください。なお、緯度経度は 10進数で標高はm座標で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X 

Y 

上から見た図： 左上から右下へ移動するように入力を行う。 
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11.2 XYZV モデル形式（XYZ-Value 編） 

システム内で読み込み可能な XYZV モデル形式(XYZ-Value 編)のファイル形式について説明しま

す。この形式はモデルデータがボクセルデータ(経度、緯度、標高とその地点の物理データ値) の場合

に利用します。ファイル形式は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒字の箇所は固定です。青字が編集箇所で、太字の箇所は入力が必須です。データはカンマ区切

りで入力し、文字列の場合は、””で文字をくくります。 

 

捕捉説明 

１． “# “となっている行は、コメント行です。 

 

２． “#TITLE～”の行に、次の行に来る情報のタイトルが表記されています。ここからデータの記

述が始まります。次の行に、項目と対応するデータをカンマ区切りで表記します。この内、モデル

タイプと地層・変数名は必須項目です。モデルタイプは”xyzv”を入力する。地層・変数名には物理

値の名称を入力する。 

 

３． ”#AREA～”の行に、次の行に来る範囲情報を表記されています。次の行からそれらに対応す

るデータをカンマ区切りで表記します。測地系は、旧測地系の場合は 0,世界測地系の場合は 1

を記入。経度・緯度は 10進数表記で記入する。 

 

# グリッドモデルのタイプ 

#  xyz:  サーフェスモデル 

#  xyzv: 変数モデル 

# 

# 測地系 

#  0: 旧測地系 

#  1: 新測地系 

# 

#TITLE モデルタイプ,地層・変数名,データ名称,組織名,作成日,書式バージョン,エンコード,インフォメーション 

“xyzv”,“N値”,“沖積層N値モデル”,“○○○”,2008-02-25,“○○○”,"Shift-JIS","○○○" 

#AREA 1,左下経度,左下緯度,右上経度,右上緯度 

1,138.876563,34.834375,138.885938,34.834375 

#END 

0.0005,0.0005,10,9,8,7,6,5,4,3,2,1,0･･･ 

139.75025,35.74325,,,,,････ 

139.75025,35.74375,,,,,････ 

139.75025,35.74425,,,,,････ 

・  

・ 
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４ ．”#END”の次の行から XYZ-Value データを入力します。入力はボクセルデータのように立方

体をイメージした入力となります。XY とその Z方向のデータを一行として入力します。はじめの行

に、データの経度、緯度方向の間隔とそのモデル範囲の最大の標高値から大きい順に入力しま

す。 

 

例）経度、緯度の間隔が 0.005で標高範囲が 0～10で標高間隔 1のデータの場合 

「0.005, 0.005,10,9,8,7,6,5,4,3,2,1,0,」 

 

次の行から「経度,緯度,標高 1での Value 値, 標高 2での Value 値,････」の形式で 1行づつ

入力していきます。入力する順番は以下の順番で入力してください。緯度経度は 10進数で標高

はm座標で入力します。また、Value 値がない標高では空白で構いませんが「,」は必要です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X 

Y 

上から見た図： 左上から右下へ移動するように入力を行う。 
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11.3 XYZV モデル形式（XYZ-Code 編） 

システム内で読み込み可能な XYZV モデル形式(XYZ-Code 編)ファイル形式について説明します。

この形式はモデルデータがボクセルデータ(経度、緯度、標高とその地点を表すコード)の場合に利用し

ます。ファイル形式は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒字の箇所は固定です。青字が編集箇所で、太字の箇所は入力が必須です。データはカンマ区切

りで入力し、文字列の場合は、””で文字をくくります。 

 

捕捉説明 

１．“# “となっている行は、コメント行です。 

 

２．“#TITLE～”の行に、次の行に来る情報のタイトルが表記されています。ここからデータの記述が

始まります。次の行に、項目と対応するデータをカンマ区切りで表記します。この内、モデルタイプと

地層・変数名は必須項目です。モデルタイプは”xyzv”を入力する。地層・変数名には対象物の名称

を入力する。 

 

# グリッドモデルのタイプ 

#  xyz:  サーフェスモデル 

#  xyzv: 変数モデル 

# 

# 測地系 

#  0: 旧測地系 

#  1: 新測地系 

# 

#TITLE モデルタイプ,地層・変数名,データ名称,組織名,作成日,書式バージョン,エンコード,インフォメーション 

“xyzv”,“N値”,“沖積層N値モデル”,“○○○”,2008-02-25,“○○○”,"Shift-JIS","○○○" 

#AREA 測地系,左下経度,左下緯度,右上経度,右上緯度 

1,138.876563,34.834375,138.885938,34.834375 

#CODE コード,名称,R,G,B                

10,"泥",255,255,0      

20,"砂泥",0,0,255 

30,"砂",255,0,0 

50,"礫",0,255,255 

#END       

0.0005,0.0005,10,9,8,7,6,5,4,3,2,1,0･･･ 

139.75025,35.74325,,,,,････    

139.75025,35.74375,,,,,････ 

139.75025,35.74425,,,,,････ 

・  

・ 
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３．”#AREA～”の行に、次の行に来る範囲情報を表記されています。次の行からそれらに対応する

データをカンマ区切りで表記します。測地系は、旧測地系の場合は 0,世界測地系の場合は 1を記

入。経度・緯度は 10進数表記で記入する。 

 

４．”#CODE～”の行に、次の行に来る範囲情報を表記されています。次の行からそれらに対応する

データをカンマ区切りで表記します。1列目にコード、2列目にその凡例名を記入します。3列目以

降から凡例色を RGB 値として記入します。コード、RGB 値は整数値で記入すること。RGB値はそ

れぞれ０～255の範囲で入力すること。 

 

５．”#END”の次の行から XYZ-Code データを入力します。入力はボクセルデータのように立方体を

イメージした入力となります。XY とその Z 方向のデータを一行として入力します。はじめの行に、

XYZ-Code データの経度、緯度方向の間隔とそのモデル範囲の最大の標高値から大きい順に入力

します。 

 

例）経度、緯度の間隔が 0.005で標高範囲が 0～10で標高間隔 1のデータの場合 

「0.005,0.005,10,9,8,7,6,5,4,3,2,1,0,」 

 

次の行から「経度,緯度,標高 1での Code値, 標高 2での Code 値,････」の形式で 1行づつ入

力していきます。Code 値とは 4で設定した値です。緯度経度は 10進数で標高はm座標で入力し

ます。また、Code 値がない標高では空白で構いませんが「,」は必要です。入力する順番は以下の

図のように領域の左上から右下へ行くようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 

上から見た図： 左上から右下へ移動するように入力を行う。 



ボーリング柱状図解析システム                                               利用者マニュアル 

 128 

11.4 本システムで使用しているプログラム、ライブラリについて 

 

本システムでは以下のプログラムソース、ライブラリを使用しています。 

 

●日本測地系から世界測地系への変換プログラム 

 

 

 

 

 

●世界測地系対応ソフトウェア集（飛田幹夫著、(社)日本測量協会発行）を使用しました。 

このプログラムは、国土地理院長の承認を得て、同院の技術資料 H･1-No.2「測地成果 2000 のため

の座標変換ソフトウェア TKY2JGD」を利用し作成したものである。 

（承認番号 国地企調第 389 号 平成 19年 2月 15 日） 
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11.5 ボーリング柱状図の管理について 

本システムでは、ボーリングデータにすばやくアクセスするために、位置ファイルを自動的に作成して

います。この位置ファイルは、初めて使用する作業フォルダの場合は自動的に作成されます。また、ボ

ーリングデータを追加・削除・編集したりした場合は、作業フォルダを開くときに手動で位置ファイルの

作成を行うことができます。 

 

11.5.1 通し番号について 

位置ファイルを作成する際に、システムで各ボーリングファイルに対して「通し番号」を付加していま

す。この通し番号はファイル名に対して紐付けられ、ボーリングファイルが削除されるまでファイル名と

通し番号のペアリングは解消されません。 

初めて位置ファイルを作成した以降に、ボーリングファイルを追加した場合はそのボーリングファイ

ルには最後尾の通し番号+1の通し番号が割り当てられます。 

なお、削除したボーリングファイルを再度追加した場合は別の通し番号が割り振られます。 

 

11.5.2 位置ファイルの更新履歴 

位置ファイルを作成・更新する度に、自動で更新履歴が保存されます。更新履歴が保存される場所

は作業フォルダ内の savedata¥log フォルダです。このフォルダの中に位置ファイルを作成・更新し

た日時を名称とした csv ファイルが保存されます。 

 

出力される履歴の種類は以下の通り。 

1) ボーリングファイルの新規追加 

2) ボーリングファイルの削除 

3) ボーリングファイルの編集(対象は緯度経度、ボーリング名、標高、総掘進長のみ) 

 

先頭行に日付が出力され、2行目以降に変更されたファイルの「通し番号」、「ファイル名」、「変更種

類」、「詳細」が出力されます。 

 

出力例) 

 

 

＊ ファイルの大文字・小文字の変更は、変更とはみなしません。 
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12 使用上の注意点 

使用上の注意を以下に列挙します。 

 

1) 複数ディスプレイで本システムをご利用される場合について 

本システムでは各種ダイアログを表示する場所は、ディスプレイ中央になっております。複数ディスプ

レイ(デュアルディスプレイやトリプルディスプレイなど)でご利用される場合には各種ダイアログが複数の

ディスプレイを跨ぐように表示される恐れがございます。予めご了承ください。 

 

2) 色の設定画面について 

本システムで利用している色の設定画面(境界区分色の変更など)の機能である「色の追加」機能は、

一時的に色が保持されるだけで永続的には保持されません。予めご了承ください。 
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